


第71回 壬生町 

　
　
　

月
12
日
（
日
）
城
址
公
園
ホ
ー
ル
（
中

　
　
　

央
公
民
館
）
大
ホ
ー
ル
で
第
71
回
壬

生
町
二
十
歳
の
集
い
（
成
人
式
）
が
行
な
わ

れ
、
新
成
人
３
１
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
で
構
成
さ
れ
た
運
営
委
員
（
矢
島

慎
之
介
委
員
長
他
20
名
）
が
受
付
及
び
式
典

の
運
営
、
そ
し
て
式
典
終
了
後
に
行
わ
れ
た

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
企
画
運
営
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
63
名
が

新
成
人
や
来
賓
・
恩
師
の
受
付
、
会
場
案
内
、

記
念
写
真
撮
影
の
誘
導
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

二
十
歳
の
集
い
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

凜
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
、
滞
り
な
く
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

第
1

部
の
式
典
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し

て
小
菅
一
弥
町
長
、
来
賓
を
代
表
し
て　

井

聰
町
議
会
議
長
、
佐
藤
勉
衆
議
院
議
員
、
佐

藤
良
県
議
会
議
員
か
ら
新
成
人
に
向
け
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
み
ぶ
吹
奏
楽
団
の

皆
さ
ん
に
よ
っ
て
国
歌
、
町
民
の
歌
の
伴
奏

が
行
わ
れ
、
壬
生
町
民
の
歌
広
報
大
使
松
山

美
由
紀
さ
ん
の
範
唱
に
合
わ
せ
て
町
民
の
歌

が
歌
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
運
営

委
員
が
会
議
の
中
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て

選
ん
だ
記
念
品
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
第
３

部
で
は
恩
師
の
先
生
方
と
記
念
写
真
の
撮
影

を
行
い
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
の
外
で

は
色
鮮
や
か
な
和
服
姿
や
凜
々
し
い
ス
ー
ツ

姿
の
新
成
人
が
互
い
の
近
況
を
報
告
し
た
り
、

写
真
を
撮
り
あ
っ
た
り
と
久
し
ぶ
り
の
再
会

を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

新成人の門出を祝う
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二十歳の集い

表紙写真：１月26日（日）に郡市町対抗駅伝

と栃木県小学生駅伝が行われました。壬生

町代表の誇りを１本の襷に込めて100％の

力を絞り出しました。



　
　
　

日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
こ
の
よ

　
　
　

う
な
盛
大
な
式
典
を
開
催
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ

い
ま
、
小
菅
町
長
は
じ
め
ご
来
賓
の
皆
様

か
ら
温
か
い
お
言
葉
を
頂
き
新
成
人
を
代

表
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

成
人
を
迎
え
る
今
、
私
た
ち
は
、
壬
生

町
で
の
懐
か
し
い
記
憶
と
未
来
へ
の
想
い

が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
。
気
が
付
け
ば
成
人

と
い
う
一
つ
の
節
目
に
立
っ
て
い
る
こ
と

に
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
す
。
社
会
に
目
を

向
け
る
と
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
代
わ

り
、
初
め
て
日
本
で
開
催
さ
れ
た
ラ
グ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
日
本
代
表
が
ベ

ス
ト
８
を
成
し
遂
げ
る
と
い
っ
た
華
や
か

な
一
面
を
見
せ
る
一
方
で
大
型
の
台
風
を

は
じ
め
と
し
た
異
常
気
象
の
多
発
や
少
子

高
齢
化
な
ど
、
課
題
が
多
く
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
今
後
の
日
本
の

た
め
に
変
革
が
求
め
ら
れ
る
時
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
に

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
す
れ
ば
い

い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
一
人
ひ
と
り
が
自

覚
と
責
任
を
も
ち
社
会
に
貢
献
し
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
今
ま
で
と
変
わ
ら

な
い
壬
生
町
の
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
よ
り
明
る
い
社
会
が
つ
く
れ

る
よ
う
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
、
歩
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
こ
の
よ
う
な
式
を
迎
え
ら

れ
た
の
は
一
番
そ
ば
で
支
え
て
く
れ
た
家

族
、
そ
し
て
お
世
話
に
な
っ
た
恩
師
の
方
々
、

見
守
っ
て
く
れ
た
地
域
の
方
々
の
お
か
げ

で
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
は
働
い
て
い
る
人
、
夢

に
向
か
っ
て
学
業
に
励
む
人
、
家
庭
を
持

っ
て
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
人
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
歩
ん
で
い
る
道
は
異
な
り
ま
す
が
、

今
日
こ
の
場
所
で
誓
っ
た
決
意
を
胸
に
、

待
ち
受
け
る
未
来
に
向
か
っ
て
行
動
し
て

い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。
最
後
に

な
り
ま
す
が
、
こ
の
式
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

以
上
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
新
成

人
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
あ
い
さ
つ
と
致

し
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

令
和
２
年
１
月
12
日

新
成
人
代
表

矢
島　

慎
之
介

成
人
者
代
表
あ
い
さ
つ

３

や  

じ
ま　
　

し
ん 

の  

す
け

本



4

新庁舎建設だより（第６号） 令和２年３月新庁舎建設だより（第６号）

１階オープンフロア（西側）イメージ

３階 議場イメージ

　新庁舎の建設は、町民の皆様や町議会の

ご理解を得ながら進めることが大切である

ことから、「新庁舎建設だより」を発行し、

進捗状況等をお知らせしております。

　現は、新庁舎整備工事の着手に向け、建

物本体や関連設備の規格、仕様・寸法等を

示す「壬生町新庁舎建設実施設計」の取り

まとめ作業を行っており、間もなく終了い

たします。今回は、その一部イメージにつ

いてお知らせいたします。

　新庁舎の建設は、町民の皆様や町議会の

ご理解を得ながら進めることが大切である

ことから、「新庁舎建設だより」を発行し、

進捗状況等をお知らせしております。

　現在、新庁舎整備工事の着手に向け、建

物本体や関連設備の規格、仕様・寸法等を

示す「壬生町新庁舎建設実施設計」の取り

まとめ作業を行っており、間もなく終了い

たします。今回は、その一部イメージにつ

いてお知らせいたします。
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２階 災害対策本部室イメージ

２階 町民ロビーイメージ

１階オープンフロア（入口・東側）イメージ

【新庁舎関連工事のお知らせ】

①工 事 名…

　工事期間…

②工 事 名…

　工事期間…

新庁舎建設関連雨水処理施設整備工事

３月上旬～５月20日

新庁舎建設関連基盤整備工事（樹木伐採等）

３月上旬～３月24日

　次の期間で新庁舎関連の工事を実施いたします。

　工事期間中はご迷惑をおかけいたしますが、ご

協力をお願いいたします。



壬生町駅伝チームが出走！
県郡市町対抗駅伝

　１月26日（日）、栃木県庁から栃木市総合運動公園陸上

競技場を往復する10区間60.42kmのコースで、第61回栃

木県郡市町対抗駅伝競走大会が開催され、今大会10度目

の出場となった壬生町駅伝チーム（大関卓監督）をはじめ、

県内郡市町より31チームが参加し、懸命にたすきを繋ぐ

選手達の熱き戦いが展開されました。

　壬生町駅伝チームは、５月より町総合公園陸上競技場

や、町内にあるクロスカントリーで強化練習を実施し、陸

上競技会や各種マラソン大会、12月には壬生町ゆうがお

マラソン大会に参加するなど力をつけてきました。「100

％の力を絞り出せ！」をスローガンに掲げ、持っている

力を絞り出し、大会記録や区間新記録がたくさん生まれ

たハイレベルな大会の中で、順位こそ最下位でしたが、

収穫のある素晴らしい走りでした。

　当日は、町を縦断する県道の大会コース沿道に大勢の

町民が集まり、獨協医科大学より寄贈されたのぼり旗と

横断幕が掲げられ、大きな声援の中選手が駆け抜けてい

きました。

　選手達からも壬生町の声援が励みになりたくさんの力

をいただいたと感謝の声がありました。たくさんの大き

な温かいご声援、誠にありがとうございました。

　今後とも、「壬生町駅伝チーム」への応援をどうぞよ

ろしくお願いいたします。

　１月26日（日）、栃木市総合運動公園特設コースにて、

第12回栃木県小学生駅伝競走大会が開催され、今回は、

壬生町から３チーム（壬生ミライ・壬生スカイ・壬生ト

ライ）が出場いたしました。

　町内の各小学校から集まった５・６年生男女20名の子

ども達は、監督・コーチの熱心な指導のもと、10月より

今大会に向けて一生懸命練習に励んできました。練習会

を重ねるにつれ、チーム内での絆も強くなっていきました。

さらに11月30日（土）には、シドニー五輪女子マラソン金

メダリストの高橋尚子さんから直接指導をしていただき、

より意欲が高まっていきました。

　大会当日は、練習の成果を十分に発揮し、仲間と共に

チーム一丸となって一本のたすきをつなぎ、ゴールまで

力強く元気な走りを見せてくれました。

　将来を担う子ども達が精一杯走る姿に、多くの町民の

皆様をはじめ、多方面から激励の声をいただきました。

温かいご声援、誠にありがとうございました。

　参加した子ども達が、今後も心身ともに健康に育ち、

更に活躍していってくれることを願っています。

　また、今後は大人の駅伝チームの一員となり、風を切

って壬生路を駆け抜ける勇姿を期待したいと思います。

　

壬生町小学生駅伝チームが激走！！
第12回栃木県小学生駅伝競走大会

結団式

往路スタート

結団式

大会当日
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発行：壬生町教育委員会事務局生涯学習課

〒321-0292　壬生町通町12-22

TEL 0282-81-1873 / FAX 0282-82-0935

E-mail : gakusyu@town.mibu.tochigi.jp

中学生および青少年による地域活動の推進

今年の冬も　壬生町内で多くの中学生や青少年

が大活躍しました!!ありがとうございました!!

第71回壬生町二十歳の集い 中学生スタッフ　　1/12（日）

夢ふるとちぎ路駅伝第61回栃木県郡市町対抗駅伝競走大会　１/26（日）

第31回みぶっ子カルタとり大会 中学生・高校生スタッフ　2/2（日）

新成人の受付や誘導、新成人を対象としたアンケート調査などの活動を行いました!!

ふ.る.るMibu応援団　壬生町の選手だけでなく、他郡市町の選手にもあたたかな声援を送りました!!

みぶっ子カルタとり大会の審判や読み手として中学生・高校生が活躍しました!!

◎問合せ　教育委員会事務局生涯学習課　☎（81）1873

数年後、自分たちが中学生スタッフに手伝ってもらう側になります。今日、新成人から「ありがとう」などの言葉をかけ

てもらってとても嬉しかったから、自分たちが『二十歳の集い』をやるときも「ありがとう」を言いたい。来年もできた

ら、中学生スタッフとして活動したいです。

初めて地域活動に参加して不安だったけど、適切な指示を出してくれたので、きちんと活動することができました。新成

人の方々の思い出になれば良いと思って、一生懸命に活動することができました。

【 参加した中学生の声 】

地域のみなさんが大声で応援していてすごいと思いました。一人一人が全力で応援していたので、とても良かったです。

さらに、壬生町の選手に関係なく、どの選手にも応援していたところがとても良かったです。

地域のみなさんが応援に来ている姿を見て、壬生町の温かさが伝わりました。復路では、元気なお父さんが隣に来て、大

声で応援してくれて、自分たちも気合が入りました。来年も応援団として参加したいです。

【 参加した中学生や青少年の声】

小学生時から毎年参加していて、中学生になったらボランティア活動をしようと思っていたので良かったです。小学生た

ちが一生懸命にカルタとりをやっている姿を見て、自分も全力で頑張ろうと思いました。

カルタとり大会に参加している小学生たちが可愛かった。今回、初めて地域活動に参加したので不安だったけど、地域の

みなさんが助けてくれたので嬉しかった。

カルタとり大会の受付時、参加者に「ありがとう」と言ってもらえたことが嬉しかった。

【 参加した中学生や青少年の声 】
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『
た
の
し
い
そ
ろ
ば
ん（
副
教
材
）』の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た

「
国
立
大
学
法
人
宇
都
宮
大
学
」

と
の「
相
互
友
好
協
力
協
定
」を

締
結
し
ま
し
た

国
珠
算
教
育
連
盟
栃
木
県
支
部
栃
木
地
区
長
の
大
塚
ア
イ
子
氏（
壬
生
町
大
字
上
稲
葉
）か

ら
、「
小
学
校
３
年
生
の
そ
ろ
ば
ん
授
業
の
副
教
材
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
『
た

の
し
い
そ
ろ
ば
ん
』
の
寄
贈
が
今
年
度
も
町
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
し
た
。
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
『
た
の
し
い
そ
ろ
ば
ん
』
は
、
イ
ラ

ス
ト
と
漫
画
で
楽
し
く
そ
ろ
ば
ん
が
理
解

で
き
る
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
で
、
町
内
小
学

校
３
年
生
全
員
に
配
付
し
て
、
そ
ろ
ば
ん

授
業
の
副
教
材
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

大
塚
ア
イ
子
氏
に
は
、
長
年
、
学
校
地

域
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
楽
し
く

分
か
り
や
す
く
そ
ろ
ば
ん
を
子
ど
も
た
ち

に
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

お
お
つ
か  　
　
　

   

こ

赤
羽
根
新
一
さ
ん
が
１
０
０
歳
の
誕
生

日
を
1
月
15
日（
水
）に
迎
え
ら
れ
た

た
め
、町
長
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
て
敬
老
金

を
手
渡
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

赤
羽
根
さ
ん
は
月
に
１
度
は
床
屋
に
行
く

程
お
洒
落
な
方
で
す
。
ま
た
、
散
歩
を
し
、

買
い
物
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
時
に
は
自

分
の
好
き
な
品
を
買
い
料
理
を
す
る
そ
う
で
、

好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
ご
自
身
の
事
は

ご
自
身
で
さ
れ
て
元
気
に
過
ご
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

壬
生
町
で
は
、
10
年
以
上
本
町
に
暮
ら
し
、１
０
０
歳
を
迎

え
ら
れ
た
方
に
、
特
別
敬
老
金
を
贈
り
長
寿
を
祝
っ
て
お
り
ま

す
。
平
成
４
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。

赤
羽
根
新
一
さ
ん　

　
歳
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

あ
か　

ば　

ね 

し
ん
い
ち

特別敬老金

◎壬生町内で働きませんか。
　人材を募集しております。未経験者OK
広報を見たとお気軽に連絡ください。☎0285（23）9806　担当　荒川

《お任せください》
皆様の暮らしを守ります

TEL:028ー612ー5667

木の花塗装
塗装のプロにお任せ！ご相談・お見積り無料！

塗装専門店
（㈱木の花ホームの塗装専門店）

〒321－0158　宇都宮市西川田本町１丁目６

全
100

１
月
14
日（
火
）に
、
本
町
と
国
立
大
学
法
人
宇
都
宮

大
学
と
の
相
互
友
好
協
力
協
定
書
の
調
印
式
を
行

い
、
小
菅
町
長
と
石
田
学
長
が
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
本
町
の
各
種
委
員
会
等
に
専
門
知
識
を
有

す
る
人
材
を
派
遣
い
た
だ
く
な
ど
、
連
携
・
協
力
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
関
係
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
学
生
が
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
参
加
い
た
だ
く
な
ど
更
な
る
連
携
を
図
る
こ
と

で
、
地
域
振
興
及
び
人
材
育
成
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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月17日（火）にやすづか幼稚園年長組の園児39名、12月25日（水）に稲葉小学校ひまわりキッズクラブの１～４年

生までの児童16名が、マミーポットみぶ（鯉沼玲子代表）が講師を務める花育に参加しました。花育とは、花

や緑に触れることで親しみを持ってもらい、やさしさや美しさを感じる気持ちを育むことを目的としています。今

回はパンジーやビオラなどの花苗をプランターに植え込む体験をしました。子どもたちは講師の話を熱心に聞き、

楽しそうな表情や、時折真剣な表情を見せながら植え込みを行い、完成した出来栄えに大変満足した様子でした。

12

１ 月22日（水）付けで、大久保信男氏が壬生町教育委員に再任されまし

た。大久保氏は、幼稚園長として幼児教育への深い見識をお持ちで、

平成24年１月より教育委員として、学校教育の充実、生涯学習の充実、スポ

ーツの振興などの推進にご尽力いただいております。教育委員としての任期

は、令和６年１月21日までとなります。

　壬生町教育委員会は、田村幸一教育長、池節子教育長職務代理者、藍田收

教育委員、本島博久教育委員、大久保信男教育委員による合議制の機関とし

て、学校教育、生涯学習、社会教育、文化・スポーツなど、広範囲な分野の

施策を展開しています。

こいぬまれいこ

○C 柊あおい

教育委員に大久保信男氏を再任

※この活動は県からの依頼により、国の次世代国産花き産業確立推進事業を活用して実施したものです。

た むらこういち　　　　　　　いけせつ  こ　　　　　　　　　　　　　　　　　あい  だ おさむ

もとじまひろひさ

おお  く    ぼ  のぶ お

2
小中学校野球合同練習会の開催

こんどうそうたつ

やすづか幼稚園・稲葉小学校での‘花育体験’

月８日（土）、町営グランドで「壬生町で野球を盛り上げる会」主催の小中学校野球合同練習会に町内の小・中学

生約70名が集まり初めて開催されました。

　野球離れが進む中、子供たちに野球の楽しさを感じてもらえるよう先生や中学生が、投げ方や打ち方など基本的な体

の動かし方などを小学生に指導しました。

　安塚クラブ近藤創達主将は「中学生と一緒に練習が出来て楽しかった。プレーでだけでなく声の出し方や野球に取り

組む姿勢もためになった。これからもたくさん練習し上手になりたい」と話していました。また、関係者によると、こ

の取り組みは来年以降も続け、野球人口の増加に繋げていきたいとのことです。
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　１月19日（日）、藤井小学校体育館において、藤井小学校学校運営協議会、藤井小学校ＰＴＡ、藤井
小学校の共催で、昨年11月に受賞した優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰の受賞祝賀会を開催しました。
　第１部では、自治会長や歴代ＰＴＡ会長など藤井小関係者、町議会議員などが出席する式典が開催
され、小菅一弥町長をはじめ、　井聰町議会議長、佐藤勉衆議院議員、佐藤良県議会議員など多数の
ご来賓から、お祝いのお言葉をいただきました。
　瓦井郁夫藤井小校長からは、創立146年を迎える藤井小学校の歩みが紹介され、出席者一同、「小
さいことは　いいことだ」をコンセプトに日々の教育活動に取り組んでいる藤井小学校の歴史に思い
をはせました。
　また、第２部で、市貝町身体障害者福祉会前会長　鈴木勘也氏の記念講演と藤井小学校と永年交流
をしている「栃木県立壬生高等学校吹奏楽部及び美術部」による素晴らしい演奏がありました。
　なお、藤井小学校には、壬生小学校区の全域が通学調整区域となっていますので、申請することで
壬生小学校区から藤井小学校に通学することが可能となっています。

　12月15日（日）、城址公園ホール（中央公民館）中ホールで、男女共同参画推進講座「絵本と音楽によ
るクリスマスコンサート」が開催され、親子を中心に約200人が参加しました。
　この企画は、男女共同参画の視点による絵本の読み聞かせと、音楽を組み合わせたコンサートであ
り、小さなお子さんから大人まで家族で楽しみながら男女共同参画の考え方に触れることができるも
のです。
　壬生町立図書館読み聞かせボランティア「おはなしアライグマ」の皆さんによる臨場感いっぱいの
読み聞かせに、子どもたちは聞き入っていました。

　また、「ベルフラワー」の
美しいハンドベル、歌と踊り
を交えたオカリナ演奏、「壬
生少年少女合唱団」の素晴ら
しい歌声を楽しみました。
　参加した方は、一足早く訪
れたクリスマスに笑顔が絶え
ない一日となりました。

優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰受賞祝賀会を開催しました

男女共同参画推進講座
「絵本と音楽によるクリスマスコンサート」を開催しました

かわらい   いく お

すず  き   かん や



　１月５日（日）、城址公園ホール（壬生中央公民館）において、書初め席書大会実行委員会（委員長増山水豊
氏）主催の第９回新春書初め席書大会が開催され、56名の小中学生、高校生が参加しました。第９回目とな
る今回は11月に「全国藩校サミット壬生大会」が開催されることもあり、論語から課題が出されました。　
書初め終了後は参加者全員で書道パフォーマンスを行い、「東京オリンピックを応援しよう！！」をテーマに、
高さ1.5ｍ×横3.2ｍの大作を書き上げました。子どもたちは「東京オリンピックが楽しみ。今年一年を良い
年にしたいです。」と笑顔で話していました。

第９回新春書初め席書大会
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　１月の給食週間において、町立小中学校では「給
食の始まり」献立を実施し、その中で県の食育
PR資材である、おにぎり型の容器を使っておに
ぎりを作って食べました。「給食の始まり」献
立は、明治22年に山形県鶴岡町の忠愛小学校で
始められたことに因み、鮭や梅干しを具材にし
ておにぎりを自分で作るものです。子どもたちは、
献立の由来や、「　　はようしっかり朝ごはん　
　　こにこ何でもおいしく食べて　　　ゃくてんで
きる底力　　　そうのプレーでＶサイン」の４つ
のポイントを聞いて食について学習しながら、
おにぎり型の容器を使っておいしいおにぎりを
作りました。

給食週間で県食育PR資材を
活用しました

　12月19日（木）、高齢者が演芸や作品展示を通じて会員相互の
親睦と生きがいを高めることを目的に、城址公園ホールで第42
回いきいき壬雷クラブ連合会演芸大会及び第34回作品展示会が
観覧者を含め370名の方が参加され盛大に開催されました。
　大ホールでの演芸大会には、44組（204名）の出演者が、日
頃練習してきた美しい歌声や優雅な踊りを披露し、大きな拍手
と声援を浴びていました。今回は、サンタクロースが登場し、
来場者にプレゼントを投げ入れるパフォーマンスもあり、例年
にない盛り上りを見せていました。中ホールでは、作品展示会
が行われ、写真・絵画・水墨画・日光彫・書道・ステンドグラ
ス・手芸など75点の力作が展示され、プロ級の仕上がりに驚き
の声が上がっていました。
　最後に、お楽しみ抽選会が行われ、会員の皆様は楽しい一日
を過ごしました。

第42回いきいき壬雷クラブ連合会
演芸大会・第34回作品展示会

※いきいき壬雷クラブ連合会の加入単位クラブには、仲間づくりを基本とす
る「生きがいづくり」、「健康づくり」、「地域づくり」を目指した活動に参加
して頂ける概ね60歳以上の方であればどなたでも入会できます。詳しくは、
町社会福祉協議会事務局（☎（82）7899）まで。

藤井ゆうがおクラブ有志の干瓢音頭

作品展示会での写真・書のコーナー

お

り
ぎに

ましやますいほう
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安全と安心を提供する まごころサービス
鈴木自動車販売グループ

フリーダイヤル（通話料 当社負担）0120-12-0798

　12月12日（木）、宇都宮市文化会館において、第57回栃木県統計大会が開催され、各種統計調査に従事し、統
計調査の発展・推進に多大なる貢献をされた方々が栃木県知事並びに県統計協会名誉会長から表彰されました。
　また、各大臣表彰の伝達も併せて行われました。

　戸田光枝氏が、１月１日付けで法務大臣
から人権擁護委員に委嘱されました。
　人権擁護委員は、地域の皆さんの人権に
関する悩みごとなどの相談に応じるほか、
街頭啓発活動や小・中学生を対象とした人
権講話・ビデオフォーラムなどを通して、
人権の大切さについての理解を深めてもら
うなど、人権意識の高揚にも務めています。

人権擁護委員に
戸田光枝氏が委嘱
と　だ  みつ  え

令和元年度
全国社会福祉協議会長表彰受賞
　民生委員・児童委員の大橋信行さんが、全国社会福祉
大会において、全国社会福祉協議会長表彰を受賞され、
１月10日（金）受賞の報告に町長室を訪れました。
　この表彰は、15年以上の永きにわたり、民生委員・児
童委員として現職で活動している功績顕著な方に贈られ
るものです。大橋さんは、平成25年12月から壬生町民生
委員児童委員協議会長を、平成26年７月から壬生町社会
福祉協議会副会長を務めています。

栃 木 県 統 計 大 会 表 彰

○栃木県知事表彰
【統計調査員】　　　橋本　淑子さん
【調査対象事業所】　住化プラステック株式会社 栃木工場
　　　　　　　　　　（生産動態統計調査）

○栃木県統計協会名誉会長表彰
【統計調査員】　　　牧内　勝男さん

○厚生労働大臣表彰（令和元年10月18日表彰）
【毎月勤労統計調査（事業所）】
　　　　　　　　　　学校法人獨協学園　獨協医科大学

はしもと　　よし  こ

まきうち　　かつ  お

おおはしのぶゆき
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下表町の西部
下表町の東部
中表町
下横町・今井
上表町
下台団地・東下台の一部
東下台の一部
駅東
県営壬生住宅
城東町
舟町・栄町
仲通町
上通町
三好町・車塚
星の宮・旭町
万町の南部
万町の北部
上新町
下馬木
西高野
城内の西部
城内の東部
城南
馬場・原宿
田向稲荷内・前宿坪・上坪・台坪
至宝町南の東部
至宝町南の西部
至宝町北の南部
至宝町北の北部
六美南部の西部
六美南部の東部
六美中央の北部
六美中央の南部
六美北部の南部・西部
六美北部の北部
六美北部の東部
いずみ町・ひばりヶ丘
緑町一丁目
緑町二丁目
緑町三丁目・四丁目

大山　登
小花　清志
和貝　美智子
橋本　良計
網野　好子
出井　稔
手塚　基二
大橋　信行
欠員
荒川　実
細谷　和孝
船越　重吉
軽部　知子
中山　清
細井　正則
菊池　智子
竹越　幸子
小林　　二
中村　誠一
甫坂　千恵子
玉田　洋子
安川　正流
鈴木　正勝
長　京子
寺内　光男
渡邉　芳子
鈴木　節子
大島　明子
長井　京子
淀川　光子
工藤　早苗
神崎　芳江
松本　美智子
加藤　フジエ
五十嵐　トヨ子
佐藤　久仁子
瓦井　志津子
矢島　久美子
笠井　美惠子
麦倉　美江子

担当区域 氏　名

　「民生委員」は、民生委員法に基づいて厚生労働大臣から委嘱をうけ、また、全ての
民生委員は児童福祉法によって「児童委員」も兼ねております。地域住民の立場から生
活や福祉全般に関する相談、妊娠中の心配ごとや子育ての不安に関する相談など様々な
相談相手となり、支援を必要とする住民と行政や専門機関をつなぐパイプ役を務めます。
　委員には守秘義務があり、ご相談の秘密は守られます。
　この度、一斉改選が行われ令和元年12月1日より委嘱された方々についてお知らせい
たします。お困りごとなどがありましたら、お住いの地域を担当している民生委員・児
童委員にお気軽にご相談ください。

民生委員は、地域の身近な相談相手です

幸町一丁目
幸町二丁目の西部
幸町二丁目の東部
幸町三丁目
幸町四丁目
おもちゃのまち一丁目
おもちゃのまち二丁目
落合の北部
落合の南部
あけぼのの北部
あけぼのの南部
国谷中央・国谷新田・国谷南・国谷本田
若草
釜ヶ渕・原坪
鹿島
下馬木・下町
上町
本郷
松原
西部・北原
中央・台宿・下坪
東原・鯉沼
福和田
北小林
虹の杜
獨協・安塚三の西部
安塚一の南部
安塚一の北部
安塚中央の東部
安塚中央の西部
安塚二の北西部
安塚二の南東部
安塚三の中東部の北部
安塚三の中東部の南部
安塚南部の西部
安塚南部の東部
上長田
上田
中泉
助谷・助谷原

押久保　美子
井上　涼子
大貫　弘美
大森　やす子
柏原　信子
野呂　一洋
大久保　正子
須永　敏子
小倉　重喜
林　弘
野口　牧人
石村　照江
斎山　雅
鈴木　伸一
渡邉　美恵子
渡辺　好充
黒子　祥子
杉山　和夫
　木　健二
落合　悦子
小野　恵理
手塚　久
軽部　良夫
刀川　和子
曽村　香
稲毛田　美紀夫
畑　幸代
山田　孝三
小椋　理香子
権田　成一
鈴木　江美子
小野　　道子
木村　園惠
増山　喜美子
薮田　宏
本山　與吾三
伊達　幸雄
針川　佐久眞
臼井　佳子
粂川　和照

担当区域 氏　名

主任児童委員

区域担当

壬生地区 生井　智子 稲葉地区 山口　美沙子 南犬飼地区 岡本　恵
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第18回全国藩校サミット壬生大会
第18回全国藩校サミット壬生大会実行委員会

大会概要の説明とご協力のお願い
（寄附・ボランティアほか）

　

11
月
21
日
（
土
）
・
22
日
（
日
）
、
第
18
回

全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
が
壬
生
城
址
公
園
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
鳥

居
家
三
君
に
見
る
人
づ
く
り
の
精
神
」
で

す
。
三
君
と
は
初
代
・
元
忠
、
６
代
・
忠

英
、
11
代
・
忠
挙
を
指
し
、
今
大
会
で
は
、

壬
生
藩
政
に
大
き
く
貢
献
し
た
、
こ
の
三

人
に
光
を
あ
て
ま
す
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
「
江
戸
時
代
に
藩

校
で
行
わ
れ
て
い
た
教
育
・
精
神
を
再
認

識
し
て
現
代
に
生
か
そ
う
」
と
い
う
趣
旨

の
も
と
、
藩
校
間
の
文
化
交
流
と
漢
字
文

化
の
継
承
を
願
い
、
漢
字
文
化
振
興
協
会

が
中
心
と
な
っ
て
、
全
国
各
地
で
開
催
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
旧
大
名
家
（
藩
主
）
の

ご
子
孫
や
そ
の
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
て

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
開
催
地
は
、
大
都
市
ま
た

は
大
藩
ば
か
り
で
し
た
が
、
今
回
は
「
３

万
石
の
壬
生
藩
」
、
人
口
約
４
万
人
の
小

自
治
体
で
開
か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、
町
民
の

誇
り
と
す
べ
き
こ
と
と
い
え
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
壬
生
開
催
が
決
ま
っ
た
か
？

　

こ
れ
は
近
年
の
壬
生
町
の
文
化
活
動
が

評
価
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
小
学
校
で
の
「
論

語
素
読
学
習
」
は
12
年
の
実
績
を
重
ね
、

校
内
論
語
検
定
、
湯
島
聖
堂
論
語
検
定
の

ほ
か
、
昨
年
は
町
民
に
よ
る
「
ギ
ネ
ス
世

界
記
録
」
も
達
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
の
「
資
料
館
の
企
画
展
」
や
「
郷

土
の
偉
人
顕
彰
作
業
」
を
通
し
て
、
壬
生

藩
出
身
の
人
物
が
、
剣
術
・
医
学
・
学
問

の
分
野
で
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
し
て
い
た

こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
江
戸

時
代
、
将
軍
が
日
光
参
詣
で
８
回
壬
生
城

に
宿
泊
し
た
こ
と
や
第
三
代
将
軍
・
家
光

の
法
要
を
興
光
寺
で
行
っ
た
と
い
う
史
実

も
背
景
に
あ
り
ま
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
は
２
日
間
の
日
程
で
、
初
日

は
藩
主
会
議
、
藩
校
会
議
（
事
務
方
）
を

経
て
、
午
後
か
ら
は
、
全
体
会
イ
ベ
ン
ト

が
城
址
公
園
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

町
民
の
方
も
自
由
に
観
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
こ
で
は
壬
生
藩
の
紹
介
や
取

り
組
み
、
講
演
、
縁
の
あ
る
出
し
物
の
披

露
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

藩
主
の
紹
介
も
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
に
は
ご

出
席
の
藩
主
全
員
が
並
ば
れ
ま
す
。
独
特

の
空
気
と
と
も
に
、
掲
げ
ら
れ
た
お
名
前

を
見
る
だ
け
で
も
江
戸
城
の
再
現
か
と
い

う
感
じ
す
ら
覚
え
ま
す
。

　

２
日
目
は
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

全
国
か
ら
の
参
加
者
た
ち
が
い
く
つ
か
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
見
学
会
を
行
い
ま

す
。
訪
問
先
と
し
て
日
光
、
足
利
、
町
内

史
蹟
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
楽

し
み
に
遠
方
か
ら
来
ら
れ
て
い
る
方
も
多

く
、
町
民
と
し
て
も
出
来
る
限
り
の
お
も

て
な
し
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
将
軍
家
と
藩
主
の
方
々
が
共
に
東
照

宮
を
参
詣
す
る
こ
と
な
ど
、
歴
史
上
無
か

っ
た
こ
と
で
、
想
像
す
る
だ
け
で
も
ワ
ク

ワ
ク
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
が
サ
ミ
ッ
ト
全
体
の
あ
ら
ま
し
で

す
が
、
壬
生
町
は
本
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
新
幹
線
や
高
速
道
路
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
参

加
し
て
く
だ
さ
る
藩
主
の
方
だ
け
で
も
40

名
以
上
、
関
係
者
を
含
め
る
と
５
０
０
名

以
上
の
方
々
が
来
ら
れ
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
全
国
に
壬
生
町
を
知
っ
て
い

た
だ
く
、
素
晴
ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
受
け
入
れ
る
側
と
し
て
は

落
ち
度
の
な
い
対
応
を
心
掛
け
た
い
と
こ

ろ
で
す
。

　

町
民
の
皆
様
一
人
一
人
の
お
力
添
え
が

必
要
で
す
。
町
民
一
体
と
な
っ
て
、
藩
校

サ
ミ
ッ
ト
を
作
り
上
げ
、
盛
り
上
げ
て
い

く
た
め
に
、
物
心
両
面
で
の
ご
支
援
を
賜

り
た
い
と
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
以
下
の
と
お
り
、
ご

協
力
・
ご
支
援
を
求
め
ま
す
。
何
と
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１、大会の準備・運営・案内・接待などの
　　サポート
　　（ボランティア協力、大会記念誌に名前を掲載）

２、大会運営のための資金援助
　　（法人・会社でも可、大会記念誌に広告掲載ほか、
　　　詳細は後日）

３、その他の協力
※ご協力いただける場合は

　歴史民俗資料館　☎（82）8544まで

論語朗誦のようす

旧藩主紹介

も
と
た
だ　
　
　
　
　
　
　
 

た
だ

て
る　
　
　
　
　
　
　

た
だ
ひ
ろ
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12
月
23
日
（
月
）
故
落
合
範
子
前
教
育
長
の
夫

で
あ
る
落
合
保
さ
ん
よ
り
、
「
全
国
藩
校
サ
ミ

ッ
ト
壬
生
大
会
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
10
万

円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

壬
生
町
の
論
語
教
育
は
、
壬
生
町
に
県
内
最

古
の
藩
校
「
学
習
館
」
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

故
落
合
前
教
育
長
が
論
語
の
素
読
を
教
育
に
取

り
入
れ
る
こ
と
を
思
い
つ
き
、
始
ま
り
ま
し
た
。

　

落
合
さ
ん
は
「
故
落
合
前
教
育
長
が
存
命
な

ら
、
こ
の
よ
う
に
応
援
し
た
と
思
い
ま
す
」
と

お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
壬
生
大
会
は
、
11
月
21

日
（
土
）
・
22
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　全国藩校サミット壬生大会（11月21日・22日開催）の

イメージキャラクターを壬生町出身の漫画家ウメマツカ

ヲルさんがデザインし、昨年11月24日のプレイベント「壬

生町民”1000人”による論語の大朗誦」の式典で発表さ

れました。

　キャラクターの名前は「壬生イケメンの守ひばり」、愛

称は「ひばりん」です。

　全国藩校サミット壬生大会、そして町のキャラクター

として歴史をもとにデザインされた「壬生イケメンの守

ひばり」と「ひばりん」で本大会を盛り上げていきます。

全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
壬
生
大
会
の

た
め
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

全国藩校サミット壬生大会 特別連載

「イケイケ! イケメンの守」を３月号

から11月号まで、隔月で連載いたします

かみ

お
ち
あ
い
の
り 

こ

お
ち
あ
い
た
も
つ
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時間：9：00～11：30・13：00～16：30
内容：親子の触れ合い遊び・親同士の交流・　　
　　　育児相談・絵本の読み聞かせ・手遊び・体操

時間：9：30～11：00
内容：身長・体重測定　手形・足形とり

時間：10：30～11：30又は14：30～15：30
時間：10：00～11：30
場所：ゆうゆ館・おもちゃ博物館・図書館
　　　　　　城址公園・わんぱく公園　など

☆遊びの広場☆

☆ハイハイレース☆（はいはい期のお友達）
☆ベビーマッサージ☆（生後2か月～9か月位）

☆チャピー☆（歩けるお友達）
☆ベビーチャピー☆（ねんねのお友達）

☆地域支援活動☆

壬生町子育て支援センター☆ひよこ☆

日時：毎月第２土曜日　9：00～12：00
対象：シングルマザーとそのご家族（町在住）
内容：交流・遊びの広場・相談支援・軽食

　ベビトレヨガ・骨盤ストレッチ教室・食育講話・
調理実習・歯磨き講習会・交通安全教室・保健師
講話など、お子様と一緒に参加できます。
　
　催し物の日程及び詳細は、毎月発行の『ひよこ
だより』・HPをご覧ください。
　http://www.town-mibu.com/hiyoko/

　ご不明な点は、子育て支援センターひよこ
（保健福祉センター内）☎（８２）３３０９
まで　お気軽にお問い合わせください。

☆シングルマザーアットホーム活動☆ ☆その他講習会☆
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景 勝
百選
景 勝
百選

「道の駅みぶ」
みぶハイウェーパーク・みらい館

おもちゃのまち
バンダイミュージアム

南側
広場 壬生町おもちゃ博物館

南側
噴水広場

周辺

主催／壬生町観光協会（☎0282ー81ー1844）

共催／壬生町・壬生町商工会　後援／おもちゃのまちバンダイミュージアム・東武鉄道株式会社

令和2年

■お問い合わせ

☎090ー3207ー1654
会場事務所：
期間中3／28～4／5のみ・10：00～19：00

し の の め

壬生町東雲公園
ふれあい交流館西側広場（壬生町壬生甲600）

3  28　4  5

みらい館花より
うまいものフェスタ

おもちゃのまちDE
さくらフェスタ

おもちゃ博物館
サクラフェスタ

ハンドメイドマルシェ開催ハンドメイドマルシェ開催

Mibu Town
Shinonome

Flower
Festival

28Marchー5April Shinonome Park

壬

生

町

世
界
に
誇
れ
る
桜
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す

壬生町４会場連携花まつりイベント



お茶席お茶席
10：00～15：00
◆一席 : 200円
※雨天中止 壬生町文化協会茶道部

44
土曜日

4 5
日曜日

観覧無料

4 5（日）
1回目 11：00～
2回目 14：10～

タイムスケジュール

1回目 12：00～
2回目 14：30～

ものまねタレントショー
ミッション鈴木

タイムスケジュール

期間中（3／28・29、4／4・5）
土日のみ開催土日のみ開催

ちびっこわくわくランドちびっこわくわくランドちびっこわくわくランド

（10：00～16：00）無料
輪投げ

エコポニーも
あるよ！

ストラックアウト ふわふわ輪投げ ストラックアウト ふわふわ

お問合せは（株）エヌ・シー・シー  ☎0287－23－4565

●出店は3／28（土）～4／5（日）まで期間中実施。
●催し物の日程・時間等は、都合により変更、中止になる場合もあります
　のでご了承ください。

自由におむつ替えや

授乳ができます。

ご利用ください。

みぶまち

赤ちゃんの駅

Baby Station 「赤ちゃんの駅」設置

土日のみ開催土日のみ開催
期間中（3／28・29、4／4・5）

13： 00～

日 時

モンキー
パフォーマンス
モンキー
パフォーマンス

●絆翔　～HY～

●ポーアイ・ナー・プア

●ものまねタレントショー
　（ミッション鈴木）①

●モンキーパフォーマンス

●壬生円寺仁太鼓保存会

●ものまねタレントショー
　（ミッション鈴木）②

●Cherryブロッサム

●JerryfishMoon
　（ジェリーフィッシュムーン）

10：00～

10：40～

12：00～

13：00～

13：50～

14：30～

15：10～

15：40～

●壬生町文化協会民謡民舞連合部

●それいけ！アンパンマンショー①

●マウイスタジオ・レファ・リコ
　＆マハナヌイオリタヒチ

●スーさん

●それいけ！アンパンマンショー②

●セブンピース+ガンスパーク

●シルバームーン　バンド

10：00～

11：00～

12：10～

13：10～

14：10～

15：20～

15：50～



14：00～

●バルーングリーティング
　（風船プレゼント）
●two☆SHINE

10：00～

13：00～
10：00～

13：00～

10：00～

10：00～

●バルーングリーティング
　（風船プレゼント）
●西川会・ファレファ・遊学塾

●バルーングリーティング
　（風船プレゼント）

●壬生町文化協会歌謡部

●True　Hills
●バルーングリーティング
　（風船プレゼント）
●みぶフォークダンス

タイムスケジュール

日程表 会場：東雲公園（ふれあい交流館西側広場）

3 30
月曜日

3 31
火曜日

41
水曜日

42
木曜日

43
金曜日

10：00～
10：00～

11：00～

1回目 11：10～
2回目 14：40～

ものまねタレントショー
レディーエリカ

令和２年

花まつりしののめ壬生町
イベントは観覧無料

令和２年

花まつりしののめ壬生町しののめ花まつり壬生町

さくらを見ながら、壬生町の歴史や
文化を散策してみませんか？

桜スポットや壬生の歴史を巡る桜スポットや壬生の歴史を巡る桜スポットや壬生の歴史を巡る

シールを集めて豪華景品を
ゲットしよう！

シールを集めて豪華景品を
ゲットしよう！

パズルラリー
壬生まちなか
パズルラリー
壬生まちなか３/28（土）～30（月）

壬生まちなか
サクラ巡りツアー
壬生まちなか
サクラ巡りツアー

しののめ花まつり開催期間中

（3/28～4/5）の限定企画

しののめ花まつり開催期間中

（3/28～4/5）の限定企画

小さなサーカス団
たらったらった

3 29
日曜日

小さなサーカス団
たらったらった

10：00～
10：30～

11：10～

12：00～
13：00～
14：00～

14：40～

15：20～
16：00～

●藤井干瓢音頭保存会
●GRACE　Saxophone
　Quartet
●ものまねタレントショー
　（レディーエリカ）①
●フラサークル　ハノハノ
●スタジオＭｉｂｕ
●小さなサーカス団
　たらったらった
●ものまねタレントショー
　（レディーエリカ）②
●palupalu（パルパル）
●レイラセションズ

会場：東雲公園（ふれあい交流館西側広場）

タイムスケジュール3 28
土曜日

安納なお
歌謡ショー

13：10～

バル－ンさくら
パフォーマンス

安納なお
歌謡ショー

とちおとめ25 12：00～

●開会式

●メリーランド保育園

●くにや幼稚園

●とちおとめ２５

●HAKK-TRAP

●安納なお歌謡ショー

●昭和歌謡　野口貴美子

●LUCERO by
　Kawanago Dance School

●SCチアーズパフォーマンス

●B・Nazki

10：00～

11：00～

11：40～

12：00～

12：40～

13：10～

13：50～

14：50～

15：20～

16：00～
15： 20～SCチアーズパフォーマンスSCチアーズパフォーマンス



■日替わりグルメ（土日）

■レギュラーグルメ（期間中）

手打ち蕎麦、焼きそば、焼き鳥、もつ煮、から揚げ、おもちゃ 等

しののめ花まつりグルメ

※上記記載がないグルメも連日出ている場合がございます。 ※当日、出店内容が変更になる場合がございますので、あらかじめご了承ください。 

しののめ花まつりグルメしののめ花まつりグルメ

3 28 土

3 29 日

4 4 土

4 5 日

肉巻きおにぎり、じゃがバター、チーズドッグ、チュロス、カレーライス、
豚まん、タピオカドリンク、いちご大福、菓子パン 他

おでん、ちらし寿司、ポテト、炊き込みご飯、ベーコン、台湾小籠包、
台湾ワンタンメン、餅類、タピオカドリンク 他 

カレーライス、赤飯、牛串焼き、鮎の塩焼き、フランク、チーズドッグ、
アイス、焼き菓子、スムージー、 他 

じゃがバター、鮎の塩焼き、肉巻きおにぎり、チーズドッグ、ステーキ串、
牛タン串、焼き菓子、餅類、大判焼き、アイス、スムージー 他 



＊就学前のお子様と保護者が一緒に利用します。　
＊子育てに関する情報を発信しています。
＊保育士が常駐していますので、気軽に育児相談ができます。
＊子育て中の保護者同士・お子様同士が遊びや活動を通し交流
　できます。　　　お気軽に遊びに来てくださいね。

子育て支援センター

つばめ

②ひまわりルーム《コーナー遊びのお部屋》

★遊びの広場★ ……… ①～③の場所で自由遊び

・ハッピータイム（絵本の読み聞かせ・手遊び・体操他）

遊びの広場開催時間…行事開催時間以外
　　平日am9：00～11：30  pm1：00～4：30　 土amのみ

子育て支援センターはどんなところ？子育て支援センターはどんなところ？

ままごとやごっこ遊び、絵本を楽しんだり、季節を
取り入れた制作遊びなどができます。

①わいわいプレイルーム ＜ホール＞
＊たんぽぽコーナー
　いろいろなおもちゃや遊具で
　自由に親子で遊べます。

③おひさまパーク《園庭で外遊びができます！》

大きなぞうさん列車がお出迎え！
すべり台やぶらんこ・お砂場遊び・緑の芝生の築山等
元気いっぱい身体を
動かして遊んでね！

☆にこにこほっぺ（地域交流事業）
地域の方々との交流や季節の戸外活動など

☆各種講演会・イベントやサークル活動支援
※各開催内容申込等は下記のとおり

＊さくらんぼコーナー
　（0～1歳児のあそび場）
　乳児用のおもちゃや
　授乳コーナーもあります。

★その他の活動★

★その他の活動★

壬生町ファミリー・サポート・センター

こんなサポートができます

★保育施設や習い事の送迎
★保護者のリフレッシュ等の預かりetc…
まずは、ご相談ください！
※保護者のお手伝いをして下さる協力会員募集中です

受付時間

《子育てを頑張っている保護者の皆様のお手伝いをします》

利用者支援員事業 《利用者支援員が子育てに関する相談に応じます》

月曜日～金曜日午前９：00～午後４：30

～安全と安心の為に～

万が一の事故に備え、会員は

補償保険に加入します。保険料

はセンターが負担します

月曜日～金曜日午前９：00～午後４：30
・子育て支援センターつばめにて遊びの中での相談
・手軽な電話での相談・つばめ相談室にて個別での相談
・子育て支援センターひよこや児童館でもお受けします。
※相談は無料です。相談内容の秘密は守ります。

〇日　　時　
〇相談方法

つばめ子育て相談室
♡ハート♡

催し物の日程及び詳細は、毎月発行の『つばめだより』・HPをご覧ください。http://www.town-mibu.com/hiyoko/
ご不明な点など、子育て支援センターつばめ　☎（86）0132まで　お気軽にお問合せ 又は お越しください。
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壬生まちなかサクラ巡りツアー参加者募集

壬生まちなか
パズルラリー

～さくらを見ながら、壬生町の歴史や文化を散策してみませんか？～
壬生地区には、毎年恒例「しののめ花まつり」の会場である東雲公園には250本のサクラがあり、
推定年齢200年のエドヒガンザクラがある城址公園等があり、サクラを楽しめるスポットがあり
ます。そして、壬生城を中心に、時を感じる歴史散策が楽しめるスポットも多数存在しています。
　ツアーの参加者を下記の通り募集しますので、ぜひ、お気軽にご参加ください♪

３月２８日（土）、２９日（日）、３０日（月）
９時３０分集合／出発　 ―――　城址公園
１２時００分到着／解散 ―――　東雲公園

各コース１０名

日時

パズルラリーとは？

東雲公園と城址公園の間に設置された７カ所

（まち愛スポット）のシールを集めて、台紙

に貼ると、壬生町の歴史と桜を感じるパズル

が完成するよ。

壬生まちなか
パズルラリー

壬生まちなかサクラ巡りツアー参加者募集

壬生まちなか
パズルラリー
壬生まちなか
パズルラリー

壬生まちなかサクラ巡りツアー参加者募集壬生まちなかサクラ巡りツアー参加者募集
～さくらを見ながら、壬生町の歴史や文化を散策してみませんか？～

しののめ花まつり開催期間中（3/30～4/7）の限定企画しののめ花まつり開催期間中（3/28～4/5）の限定企画

①シール台紙は、しののめ花まつり会場運営本部で手に入れよう。
②台紙、中面の地図を見ながら、シール設置場所を目指そう！
③設置場所で、パズルシールを手に入れたら、慎重に貼り付けてね。
④７つのパズルシールを完成させたら、しののめ花まつり会場へ
⑤会場の運営本部で、豪華抽選会だよ。

参

加

方

法

令和２年

城址公園（サクラ）⇒ 御用水通り（サクラ）⇒ 精忠神社（歴史）⇒
壬生寺（歴史）⇒ 常楽寺（歴史）⇒ 雄琴神社（歴史）⇒
東雲橋（サクラ）⇒ 東雲公園（花まつり会場）　※中級レベル

城址公園（サクラ）⇒ 御用水通り（サクラ）⇒ 興生寺（歴史）⇒
下台郭跡（歴史）⇒ 蘭学通り（歴史）⇒ 雄琴神社（サクラ）⇒
東雲橋（サクラ）⇒ 東雲公園（花まつり会場）　※上級レベル

城址公園（サクラ）⇒ 藩校学習館（歴史）⇒ 壬生城大手門（歴史）
⇒石崎邸・興光寺（歴史）⇒ 雄琴神社（サクラ）⇒ 東雲橋（サクラ）
⇒東雲公園（サクラ） 　　　　　　　　　　　　※初級レベル

城跡コース

蘭学コース

藩校コース

行程

申込

主催

共催

壬生町観光協会事務局☎０２８２（８１）１８４４へ電話でお申込ください。

壬生町観光協会

壬生まちなか創生ワーキング　壬力の町ガイドボランティアの会

募集

主催：壬生町観光協会　☎0282（81）1844
共催：壬生まちなか創生ワーキング

さぁ、

壬生ま
ちなか

パズル

ラリー
に出発

だ！
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３月28日（土）～
４月５日（日）　
しののめ花まつり

開催中
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　３月から４月にかけては、入学や卒業、就職や退職、引っ越し
（転入・転出）等さまざまな異動が重なりやすい時期です。必要
な届出を忘れずに行いましょう！

　次のようなときには、国民年金加入者（第1号被保険者）の諸々の届け出が必要と
なります。必ず、町住民課または、稲葉・南犬飼出張所への届を出しましょう。

※第２号被保険者（厚生・共済年金の加入者）及び、第３号被保険者（第２号被保険者の配偶者）の年金資格や
住所変更等は、事業所へ届け出を行いましょう。
※国民年金の加入・種別変更の届出には、健康保険の異動をともなう場合があります。国民健康保険関連の届出
があるときは、あわせて手続きをしてください。

≪第１号被保険者の資格取得 ①≫

≪第１号被保険者の資格取得 ②≫

≪第３号から第１号被保険者へ種別変更 ①≫

≪第３号から第１号被保険者へ種別変更 ②≫

≪海外任意加入≫

≪法定免除申出≫

≪学生納付特例申請≫

≪国民年金保険料免除・納付猶予申請≫

≪産前産後免除該当届≫

≪高齢任意加入≫

国民年金のこんな時の届出
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すべての手続きには、マイナンバーと本人確認のため免許証等が必要

20歳になる方で厚生・共済年金に
　加入していない場合

会社等を退職したとき
（厚生・共済年金の資格を喪失したとき）

厚生・共済年金加入者の被扶養配偶者ではな
くなったとき

配偶者が65歳を過ぎても会社に勤めていると
き

海外に転出するが、国民年金に引き続き加入
したいとき

障害年金1級・2級を受給している第１号被保
険者となったとき

在学中のため、保険料の納付が困難なとき

仕事に就いていない、収入が少ない等により
保険料の納付が困難なとき

国民年金第１号被保険者が平成31年2月以降
で妊娠85日以上の出産（死産・流産・早産）
をしたとき

・60歳以上65歳未満で、国民年金受給額を満
　額に近づけたい
・65歳以上70歳未満で、年金受給資格期間を
　満たしていない
↑上記の、老齢基礎年金を請求していない方

日本年金機構で加入手続きをしますので、ご自
身では手続き不要です。年金手帳・納付書等が
住所地に送付されます。

年金手帳、印鑑、退職日がわかる書類（離職票等）
扶養されていた配偶者も、同時に手続きするこ
とができます。

年金手帳、印鑑、扶養ではなくなった日がわか
る書類（健康保険資格喪失届等）

年金手帳、印鑑、配偶者が老齢（退職）年金の
受給権を得た日がわかる書類

年金手帳・印鑑
　※国内における協力者が必要です。

年金手帳、印鑑、年金証書

年金手帳、印鑑、学生証（コピー可）または在
学証明書（※ 一部対象外の学校があります

年金手帳、印鑑、離職票または雇用保険受給資
格者証等

年金手帳、印鑑、母子健康手帳等
（厚生・共済年金加入者及び第３号被保険者は、
該当しません）

年金手帳、金融機関の通帳・届出印（口座振替
による納付が原則となります）
　共済組合の加入期間証明書（共済組合に加入
したことのある人のみ）

国民年金のこんな時の届出国民年金のこんな時の届出
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他市区町村から壬生町に
引っ越して来たとき 転入届

壬生町内で
引っ越しをしたとき

引っ越した日から
14日以内転居届

壬生町から他市区町村へ
引っ越すとき

引っ越しする
予定の日の

前後14日以内
転出届

※上記届出の際、その他関連する手続きが必要になることがありますので、
　事前にお電話などでお問合せください。

＊マイナンバーカード・住民基本台帳カードをお持ちで、前市区町村で特例転出の手続きをし、
　転出証明書が交付されていない場合は不要です。

引っ越しの内容 届出の種類 届出の期間 注意事項

各種届出のときは、届出に来た方の
　　本人確認書類（免許証や健康保険証など）と
　　　　　　　　　印鑑が必要になります！

～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～

引っ越した日から
14日以内

　海外に渡航する際、長期間の滞在を予定されている場合（概ね１年間）には
転出届をする必要があります。また、外国人の方が、再入国許可を得て長期間
帰国する場合にも転出届が必要です。

マイナンバーカード、個人番号通知カード、住民基本台帳カード、在留カード、
特別永住者証明書をお持ちの場合は手続きの際に必ずお持ちください。

（在留カード、特別永住者証明書については、住民課にお問合せください。）

各
種
届
出
も
お
願
い
し
ま
す
！

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～

●町内の学校間での転校
　転居届をする際に、転校前に在学していた
学校の発行する「在学証明書」「教科書給与
証明書」を持って手続きをしてください。

●町外への転校
　在学していた学校の発行する「在学証明書」

「教科書給与証明書」「日本スポーツ振興セン
ターの加入に関する書類」を持って、転校先
の市区町村教育委員会へ手続きをしてください。

●町外からの転校
　転入届をする際に、転入前に在学していた
学校が発行する「在学証明書」「教科書給与
証明書」「日本スポーツ振興センターの加入
に関する書類」を持って手続きをしてくださ
い。
【手続き先・問合せ】
学校教育課学校教育係　 ☎（81）1871

転校するとき
　国民健康保険に加入されている方が、進
学のため他の市区町村に転出する場合、引
き続き壬生町の国保に加入することになり
ますので手続きをしてください。
必要なもの
・国民健康保険被保険者証
・在学証明書
・印鑑
【問合せ】
住民課国保年金係………☎81―1836

進学するとき

住民課……………………☎（81）1824

稲葉出張所………………☎（82）1002

南犬飼出張所……………☎（86）0004

◎問合せ
住民課……………………☎（81）1825

手続き先

前市区町村の転出
証明書＊が必要です

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～

～～～～～～～
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（本人又は同一世帯の方以外が手続きするには委任状が必要です。）



▼狂犬病予防法により、生後91日以上の犬の飼い主は、狂

　犬病予防注射を毎年１回受けさせ、注射済票の交付を受

　けることが義務付けられています。

▼左記日程で都合の悪い方は最寄りの動物病院でお受けく

　ださい。（料金は動物病院ごとに異なります）

▼当日犬の体調が悪い場合や病気等により治療中の場合は

　注射を受けられない場合がありますので、最寄りの動物

　病院もしくはかかりつけの動物病院にご相談ください。

　犬の登録及び狂犬病予防注射を下記の日程で行いますので、最寄りの会場でお受けください。
○料　金　　一頭につき
　・予防注射手数料…3,500円
　・登録手数料………3,000円（新規登録の場合のみ）
○日時・場所

登録 令和２年度

日　　時 場　　　所

 ９：00～９：40

10：00～10：40

11：00～11：40

９：00～９：40

10：00～10：40

11：00～11：40

９：00～10：00

10：20～10：50

11：10～11：40

９：00～９：50

10：10～10：50

11：10～12：00

藤井中央公民館前

愛宕台児童公園（表町）

生涯学習館北側駐車場

稲葉地区公民館前駐車場

みぶハイウェーパークみらい館東側広場

ひばりヶ丘公園（児童館東側）

壬生北小学校駐車場

羽生田集落センター

七ツ石伝承館

城址公園（壬生中央公民館）駐車場

おもちゃ団地協同組合北側駐車場

南犬飼地区公民館北側駐車場

４月15日
（水曜日）

４月16日
（木曜日）

４月17日
（金曜日）

４月18日
（土曜日）

病　　院　　名 所　在　地 電話番号

アイリー動物病院

荒川動物医院

おもちゃのまちペットクリニック

奈良部動物病院

（参考：壬生町内の動物病院、五十音順）

安塚852－８

表町16－66

北小林1165－３

通町２－15

☎28－6933

☎82－8337

☎85－1152

☎82－0067

◎問合せ　町生活環境課環境保全係　☎（81）1834

及び犬の登録　　狂犬病予防注射犬の登録　　狂犬病予防注射犬の登録　　狂犬病予防注射犬の登録　　狂犬病予防注射 の実施について

１．登録済みの犬の場合は、３月下旬に送付するはがき（「令和２年度犬の登録及び狂犬病予防注射

　　の実施について」）を必ず持参してください。

２．注射の際は、飼い主の方に、注射ができる体勢で犬をおさえていただきます。

３．まれに、注射後に体調を崩す場合がありますので、注射後は運動を控えてください。

４．注射後、鑑札（狂犬病予防注射済票）を交付しますので、首輪等につけてください。

１．目的
　壬生町では、第１期壬生町人口ビジョン及び壬生町総合戦略
が今年度で最終年度となることから、新しく令和47年（2065年）
までの目標人口を設定した、「第２期壬生町人口ビジョン」と
目標達成のために来年度から６カ年で取り組むプロジェクト「第
２期壬生町創生総合戦略」の策定を進めております。
　この度、両計画（案）がまとまりましたので、住民の皆さま
からのご意見を募集します。お寄せいただいたご意見を参考に
計画策定手続きを進めるとともに、ご意見に対する町の考え方
等を整理し、後日、公表いたします。
２．募集期間
　令和２年３月１日（日）～令和２年３月25日（水）　25日間
３．意見の提出ができる方　
　町内に住所を有する方、町内に通勤又は通学する方、町内に
事務所又は事業所を有する方、町税の納税義務者その他本計画
について利害を有する方
４．計画案の閲覧方法
　以下の場所でご覧いただけます。
　①町総合政策課企画調整係　②稲葉出張所
　③南犬飼出張所　④町公式ウェブサイト
　※町公式ウェブサイトを除き、閲覧は土・日・祝日を除く　　
平日の午前８時30分から午後５時15分までとなります。

５．意見の提出方法
パブリック・コメント記入用紙（町公式ウェブサイト
及び上記施設に設置）により、次のいずれかの方法で
提出してください。いずれの場合も、あて先は「壬生
町総合政策課」宛でお願いします。
　①郵送（〒321-0292、壬生町通町12-22）または持参
　　（土・日・祝日を除く平日の午前８時30分から午
　　後５時15分まで）
　②ＦＡＸ（82）8262
　③電子メール　sougo@town.mibu.tochigi.jp
　※電話による受付はいたしませんのでご了承くださ
　　い。
６．意見の取扱
　提出されましたご意見の概要及び検討結果につきま
しては、町公式ウェブサイトに公開いたします。併せ
て総合政策課で閲覧することが出来ます。
　※ご意見をいただいた方の氏名等の公開及びご意見
　　に対する個別の回答はいたしません。また、ご意
　　見の内容が類似する場合は取りまとめて公開する
　　場合があります。
◎問合せ
　総合政策課企画調整係　☎（81）1813

「第２期壬生町人口ビジョン 及び 壬生町創生総合戦略（案）」
に対してご意見をお聞かせください

集合注射時の

お願い
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◎問合せ 税務課　収税係 　☎（81）1816 

令和２年度 納期カレンダー
納期月

税目 町県民税 軽自動車税 納 期 限
介護保険料

年金特別徴収（天引き）を除く

国民健康
保 険 税

後期高齢者
医療保険料固定資産税

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

2 期

3 期

4 期

2 期

3 期

4 期

4月30日

6月  1 日

6月30日

7月31日

8月31日

9月30日

11月  2日

11月30日

12月25日

2月  1 日

3月  1日

2 期

3 期

4 期

5 期

6 期

7 期

8 期

2 期

3 期

4 期

5 期

6 期

7 期

8 期

2 期

3 期

4 期

5 期

6 期

7 期

8 期

全期

1期及び全期

1期及び全期

1期及び全期 1期及び全期 1期及び全期

納税ポスター標語
（令和元年度作品）

最 優 秀 作 品

町税等の納付には、便利な口座振替をご利用ください。

中学生の部 小学生の部

南犬飼中２年　茂田井里咲 壬生北小６年　中村進大朗
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3月14日
9：00～12：30（受付8：45～）

ゆうがおスポーツクラブ
フェスティバル

　壬生町の総合型地域スポーツクラブ「ゆうがおスポーツクラブ」の活動を地域の方々に知ってもら

うための教室体験イベントです。いろいろな教室の体験が無料で出来ますのでぜひご参加ください。

会　場
参加料
持ち物
その他

種　目

壬生町総合運動場・体育館・グラウンド
無　料（当日自由参加となります）
室内用シューズ
参加者全員に参加記念品を差し上げます。

★ピラティス　　★エアロビクス　　★ボルダリング

★ヨガ　　★スナッグゴルフ　　★テニス（ＰＬＡＹ＆ＳＴＡＹ）

★健康体操　　　★ソフトバレー

◎問合せ 総合型地域スポーツクラブ「ゆうがおスポーツクラブ」事務局　　
TEL　51ー6022　FAX　51ー2943　
E‐mail yuugaosc@cc9.ne.jp　httpwww.cc9.ne.jp/̃yuugaosc

（土）令和２年
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「
人
権
相
談
」

　

家
庭
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む

う
え
で
、
自
分
の
力
で
は
解
決
で

き
な
い
人
権
問
題
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
は
人
権
擁
護
委
員
で
す
。

「
行
政
相
談
」

　

医
療
保
険
、
年
金
、
道
路
な
ど
、

行
政
に
つ
い
て
の
苦
情
、
要
望
等

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

定
期
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
定
期
的
に
開
設
し
て
い

る
ほ
か
、
自
宅
で
も
随
時
受
付
し

て
お
り
ま
す
。
本
町
の
行
政
相
談

員
は
次
の
方
々
で
す
。

相
田
喜
久
夫
氏
☎
（
82
）
０
６
０
３

粂
川　

元
一
氏
☎
（
86
）
３
８
６
９

○
定
期
相
談
日

３
月
19
日
（
木
） 

南
犬
飼
地
区
公

民
館　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

４
月
16
日
（
木
）　

保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

予
約
な
し
で
も
相
談
可
能
で
す

が
、
お
待
た
せ
し
な
い
た
め
に
事

前
予
約
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

◎
問
合
せ

人
権
相
談
…
生
活
環
境
課
く
ら
し

安
心
係　

☎
（
81
）
１
８
２
６

行
政
相
談
…
総
合
政
策
課
情
報
広

報
係　

☎
（
81
）
１
８
１
４

　

ま
た
、
宇
都
宮
地
方
法
務
局
栃

木
支
局
に
お
い
て
、
毎
週
月
・
水

曜
日
（
祝
休
日
を
除
く
）
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
、
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
常
設
相
談
が
開
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

○
日
時　

３
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　

４
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

○
場
所　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
対
象　

町
内
在
住　

各
回
５
名

（
先
着
順
）

な
お
、
同
一
の
内
容
の
相
談
は
一

回
限
り
で
す
。　

◎
申
込
・
問
合
せ

　

３
月
９
日
（
月
）　

午
前
８
時
半

　

〜
電
話
申
込
受
付

　

４
月
６
日
（
月
）　

午
前
８
時
半

　

〜
電
話
申
込
受
付

　

（
福
）
壬
生
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
82
）
７
８
９
９

※
国
が
設
立
し
た
法
律
相
談
機
関

『
法
テ
ラ
ス
栃
木
』
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

☎
０
５
０
（
３
３
８
３
）
５
３
９
５

　　　　　　

定
期
的
な
運
動
は
行
っ
て
い
ま

す
か
？
な
か
な
か
一
人
で
は
続
か

な
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
効
果
的

な
運
動
方
法
が
分
か
ら
な
い
方
、

楽
し
く
身
体
を
動
か
し
た
い
方
等
、

専
門
の
先
生
の
下
、
仲
間
と
一
緒

に
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
て
生
活

習
慣
病
の
予
防
、
健
康
の
保
持
増

進
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

教
室
の
内
容
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ

や
軽
い
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
等
で
す
。
ご
参
加
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
開
催
日

第
１
回　

４
月
22
日
（
水
）

第
２
回　

６
月
３
日
（
水
）

第
３
回　

６
月
24
日
（
水
）

第
４
回　

７
月
22
日
（
水
）　

第
５
回　

８
月
26
日
（
水
）

第
６
回　

９
月
23
日
（
水
）

第
７
回　

10
月
28
日
（
水
）

第
８
回　

11
月
25
日
（
水
）

第
９
回　

12
月
23
日
（
水
）

第
10
回　

１
月
27
日
（
水
）

第
11
回　

２
月
24
日
（
水
）

第
12
回　

３
月
24
日
（
水
） 

○
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分

○
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室
兼
ホ
ー
ル

○
対
象　

74
歳
以
下
の
方
で
、
健

康
を
維
持
増
進
し
た
い
方
（
定
員

40
名
）

○
参
加
費　

無
料

○
申
込　

３
月
10
日
（
火
）　

午
前

９
時
か
ら
健
康
増
進
係
で
電
話
受

付
※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

○
持
ち
物　

室
内
履
き
・
タ
オ
ル
・

飲
み
物
・
ス
ト
レ
ッ
チ
ボ
ー
ル
（
お

持
ち
の
方
）

◎
申
込
・
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係　

☎
（
81
）
１
８
８
５

○
講
師　

入
澤　

篤
志　

先
生
（
獨

協
医
科
大
学　

消
化
器
内
科　
　

教
授
）

○
日
時　

３
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
６
時
〜

○
場
所 

獨
協
医
科
大
学
創
立
30

周
年
記
念
館　

関
湊
ホ
ー
ル

○
対
象　
　

一
般
町
民

○
参
加
費　

無
料

　

駐
車
場
無
料
（
駐
車
券
を
会
場

　

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

◎
問
合
せ　

獨
協
メ
デ
ィ
カ
ル
倶

　

楽
部
事
務
局　

☎（
86
）
３
０
３
０

○
日
時　

３
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　

３
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
場
所�

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学

校
南
校　

体
育
館

（
栃
木
市
神
田
町
9-

40
）

○
内
容　

書
道
・
絵
画
・
日
光
彫
・

陶
芸
等
の
作
品
展
示
、
即
売
コ
ー

ナ
ー
、
休
憩
所
、
そ
の
他

◎
問
合
せ　

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大

学
校
南
校　

☎
（
22
）
５
３
２
３

○
日
時　

５
月
12
日
〜
10
月
27
日

（
全
40
時
間
）
毎
週
火
曜
日　

午
前

10
時
〜
正
午

○
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

○
主
催�

（
一
社
）
栃
木
県
視
覚
障

害
者
福
祉
協
会

○
対
象�

ど
な
た
で
も
（
壬
生
町

以
外
に
お
住
ま
い
の
方
も
対
象
）

定
員
20
名

○
受
講
料 

５
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

○
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
申

込○
申
込
期
間　

４
月
６
日
（
月
）
〜

20
日
（
月
）
ま
で

◎
申
込
・
問
合
せ　

（
一
社
）
栃
木

県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
８
（
６
２
５
）

４
９
９
０

※
詳
細
は
（
一
社
）
栃
木
県
視
覚
障

害
者
福
祉
協
会
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。
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お し ら せ

相

談

相

談

人
権
相
談
･
行
政
相
談

毎
月
第
３
木
曜
日
開
催
定
期
相
談

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
特
別
相
談
（
弁
護

士
相
談
）
〜
相
談
無
料
〜

令
和
２
年
度

メ
タ
ボ
予
防
教
室
の
ご
案
内

催
し
・
講
座

催
し
・
講
座

第
13
回　

獨
協
メ
デ
ィ
カ
ル

倶
楽
部
講
演
会

「
あ
な
た
の
膵
臓
は
大
丈
夫
？
〜

早
期
発
見
で
「
膵
臓
が
ん
」
は
治

り
ま
す
〜
」

シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校
同
窓

会
「
第
13
回
作
品
展
」

令
和
２
年
度
点
訳
奉
仕
員
養
成
講

座
（
初
級
コ
ー
ス
）
〜
受
講
生
募
集

あ
い 

だ　

き　

く　

お

く
め
か
わ　
　

も
と
い
ち

い
り
さ
わ　
　

あ
つ   

し



　

精
忠
神
社
例
祭
で
武
者
行
列
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。
近
年
、
昭
和
８
年
に
行

わ
れ
た
武
者
行
列
の
フ
ィ
ル
ム
が

発
見
さ
れ
、
当
時
の
よ
う
す
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
厚
手
の
紙
で
作
っ
た

鎧
を
着
用
し
て
、
当
時
の
武
者
の

気
持
ち
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　

３
月
22
日
（
日
）　

午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

○
場
所　

歴
史
民
俗
資
料
館
（
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
前
広
場
）

○
対
象　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で

○
参
加
費　

無
料

○
申
込　

事
前
申
込
み
な
し
（
先

着
順
）

○
持
ち
物　

な
し

◎
問
合
せ　

生
涯
学
習
課 

歴
史
民
俗
資
料
館
（
学
芸
係
）

☎
（
82
）
８
５
４
４

　

神
社
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
素

敵
な
出
会
い
・
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
「
と
ち
ぎ
未
来
ク
ラ

ブ
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

４
月
19
日
（
日
）　

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

○
場
所　

磐
裂
根
裂
神
社
（
壬
生

町
安
塚
１
７
７
２
）

○
対
象　

男
女
各
15
名
（
概
ね
25

か
ら
45
歳
く
ら
い
ま
で
の
独
身
者
）

○
参
加
費　

男
性
４

，

０
０
０
円

　
　
　
　
　

女
性
２

，

０
０
０
円

※
昼
食
・
飲
料
等
（
Ｂ
Ｂ
Ｑ
）
を

含
み
ま
す
（
当
日
徴
収
）

○
申
込
方
法　

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・

年
齢
・
性
別
・
職
業
・
携
帯
電
話
・

住
所
・
自
己
Ｐ
Ｒ
を
記
入
し
メ
ー

ル
を
送
付

○
申
込
締
切　

４
月
７
日（
火
）ま
で

◎
申
込
・
問
合
せ　

ハ
ッ
ピ
ー
チ

ャ
ン
ス

☎
０
８
０
（
８
０
１
１
）
０
６
３
３

メ
ー
ル

　

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
は
、
新
規
会
員
の
説
明
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
関
心
を
お
持

ち
の
方
、
や
っ
て
み
た
い
と
思
わ

れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
説
明
会
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

４
月
１
日
（
水
）　

午
後

１
時
30
分
〜

○
場
所�

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
研
修
室
（
町
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
南
西
）

○
対
象　

・
壬
生
町
に
お
住
ま
い
で
、
原
則

60
歳
以
上
の
方

・
健
康
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
方

（
特
別
な
資
格
な
ど
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
）

・
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
を
理
解

し
、
賛
同
さ
れ
る
方

○
説
明
会
内
容　

入
会
資
格
説
明
・

シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
・
概
要
説

明　

入
会
申
込
書
の
記
入
方
法
・

質
疑
（
約
１
時
間
弱
）

　

長
い
経
験
と
キ
ャ
リ
ア
を
持
っ

た
元
大
工
等
の
会
員
が
技
と
心
で

研
き
ま
す
。

○
日
時
及
び
場
所

４
月
14
日（
火
）　

役
場
本
庁
舎（
駐

車
場
北
西
側 

車
庫
）

４
月
21
日
（
火
）　

南
犬
飼
出
張
所

（
入
口
東
側
自
転
車
置
場
）

○
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

○
料
金　

菜
切
り
包
丁
３
０
０
円

・
出
刃
４
０
０
円 

剪
定
ハ
サ
ミ

４
５
０
円　

刈
込
ハ
サ
ミ
・
ナ
タ

５
０
０
円

※
刃
こ
ぼ
れ
、
サ
ビ
落
と
し
は
、

割
り
増
し
（
状
況
に
よ
り
１
０
０

円
〜
５
０
０
円
）
と
な
り
ま
す
。

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　

（
公
社
）
壬
生
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
（
82
）
４

６
８
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
82
）
４
６
８
７

○
入
居
者
募
集
住
宅

○
申
込
資
格　

１．

現
在
同
居
し
て
い
る
、
又
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

方
（
３
ヶ
月
以
内
に
結
婚
、
同
居

す
る
婚
約
者
を
含
む
。
）

※
町
営
住
宅
に
単
身
で
入
居
を
希

望
す
る
場
合
の
方
で
も
、
一
定
の

条
件
を
満
た
せ
ば
申
込
で
き
ま
す
。

２．

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
方
（
申
込
者
又
は
同

居
予
定
の
方
が
住
宅
を
所
有
し
て

い
る
場
合
は
原
則
と
し
て
申
込
む

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
）

３．

市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
方 

４．

暴
力
団
員
で
な
い
方
（
同
居

者
も
含
み
ま
す
） 

５．

所
定
の
計
算

方
法
に
よ
り
算
出

し
た
世
帯
全
員
の

所
得
額
が
下
記
の

金
額
以
下
で
あ
る

方
　

入
居
の
際
に
は
、
家
賃
２
ヶ
月

分
の
保
証
金
と
連
帯
保
証
人
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
連
帯
保
証
人
は

壬
生
町
に
居
住
し
て
い
る
方
ま
た

は
県
内
に
居
住
し
て
い
る
親
族
の

方
で
１
名
で
す
。

○
受
付
期
間　

３
月
９
日
（
月
）
〜

19
日
（
木
）　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
（
土
日
祝
を
除
く
）

○
申
込
方
法　

入
居
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
入
居
申
込
書
に
必
要
書

類
を
添
え
て
受
付
期
間
中
に
建
設

課
住
宅
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
入
居
申
込
書
は
３
月
９
日（
月
）

33

お し ら せ

鎧
着
付
け
体
験

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
新
規
会

員
の
入
会
説
明
会
開
催
に
つ
い
て

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

刃
物
研
ぎ
の
お
知
ら
せ

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

住　宅 棟 階数 間取り家賃（円）

３号棟 15,600～
23,300円

２階
３階

3Ｋ
（54.9㎡）壬生駅まで

徒歩約２分

下台団地
（壬生町駅
東町4－24）

国谷駅まで
徒歩約７分

ひばりヶ丘団地
（壬生町大字
壬生丁281）

備　考

駐車場は１世帯に１
台です。
給湯器・浴槽・風呂
釜はありません。

家賃はあくまで予定
です。家賃算定の結
果この範囲外になる
可能性もあります。
家賃のほか共益費が
かかります。

４号棟
18,000～
26,800円

２階
３階

3Ｋ
（62.0㎡）

１号棟

15,800～
23,500円

２階
3Ｋ

（54.9㎡）２号棟

15,400～
22,900円

３階
3Ｋ

（54.9㎡）

２号棟 12,700～
19,000円

４階
3K

 (49.9㎡)

「
お
花
見
コ
ン
」
の
開
催
に

つ
い
て

世帯の区分

一 般 世 帯

裁量階層世帯

158,000円以下

214,000円以下

全世帯の
月あたり所得額

happychance.78@
gm

ail.com

鎧着付け体験の様子



以
降
に
建
設
課
住
宅
係
で
配
布
し

ま
す
。
入
居
日
は
４
月
６
日
（
月
）

以
降
に
な
り
ま
す
。
（
事
務
手
続

き
の
都
合
に
よ
り
前
後
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
）

　

家
賃
の
金
額
は
最
新
の
所
得
に

よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

　

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。
抽
選
会
は
３
月
23
日

（
月
）
午
前
10
時
か
ら
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

◎
問
合
せ 

建
設
課
住
宅
係

☎
（
81
）
１
８
４
９

　

令
和
２
年
度
用
障
が
い
児
者
タ

ク
シ
ー
料
金
助
成
券
は
、
４
月
１

日
（
水
）
よ
り
お
渡
し
可
能
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
交
付
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、

①
「
障
害
者
手
帳
」　

②
「
ご
印
鑑
」

③
「
２
０
１
９
年
度
タ
ク
シ
ー
券

の
残
り
」
を
お
持
ち
の
上
、
健
康

福
祉
課
に
て
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
個
別
に
新
年
度
タ
ク
シ
ー
券
に

つ
い
て
の
連
絡
や
送
付
は
行
な
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
必
ず
、
窓
口
に

て
お
手
続
き
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
出
張
所
で
は
受
付
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
本
庁
で
の
み
受

付
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
年
度
中
で
あ
れ
ば
、
交
付
期
限

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
交
付
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
ご
都
合
の
よ
い
時

に
来
庁
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◎
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
障
が
い

福
祉
係　

☎
（
81
）
１
８
２
９

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
義
援
金

の
受
付
期
間
を
延
長
し
ま
し
た
の

で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

○
受
付
期
間　

令
和
２
年
３
月
31

日
（
火
）
ま
で

○
受
付
窓
口　

町
社
会
福
祉
協
議

会
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

○
銀
行
振
込
に
よ
る
受
付

■
足
利
銀
行
・
栃
木
銀
行

１　

金
融
機
関
と
口
座
番
号
（
左

　

記
の
金
融
機
関
で
振
込
手
数
料

　

無
料
の
専
用
「
振
込
依
頼
書
」

　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

・
足
利
銀
行　

県
庁
内
支
店

　

（
普
）
１
７
５
５
９

・
栃
木
銀
行　

本
店

　

（
普
）
１
４
０
３
４
５
３

２　

口
座
名
義
（
い
ず
れ
の
金
融

　

機
関
も
共
通
）
・
日
本
赤
十
字

　

社
栃
木
県
支
部

３　

振
込
依
頼
書
に
義
援
金
名
称

を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。　

■
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　
 

１　

口
座
番
号

「
０
０
１
０
０
‐
８
‐
４
５
１
６
４
８
」

２　

加
入
者
名
「
日
赤
令
和
元
年

台
風
第
15
号
千
葉
県
災
害
義
援
金
」

◎
問
合
せ　

日
本
赤
十
字
社
壬
生

町
分
区
（
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）　

☎
（
82
）
７
８
９
９

　
　○

日
時　

３
月
19
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
11
時
45
分　

午
後
１
時
〜

４
時
ま
で

○
場
所　

役
場
北
駐
車
場

○
内
容　

献
血
車
に
よ
る
献
血
を

行
い
ま
す
。
血
液
は
、
医
療
技
術

の
発
達
し
た
現
在
で
も
人
工
的
に

作
れ
ず
、
長
期
間
保
存
す
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。
（
赤
血
球
の
血

液
製
剤
は
採
血
か
ら
21
日
し
か
保

存
で
き
ま
せ
ん
）

　

医
療
機
関
で
必
要
な
量
の
血
液

を
確
保
す
る
に
は
、
皆
さ
ん
の
献

血
へ
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
尊

い
生
命
を
救
う
た
め
、
献
血
へ
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
対
象　

２
０
０
ｍ
Ｌ
・
４
０
０

ｍ
Ｌ
献
血
（
全
血
献
血
）

※
予
定
数
に
達
し
た
場
合
、
２
０

０
ｍ
Ｌ
献
血
の
受
付
を
終
了
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

◎
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
健
康
増

進
係　

☎（
81
）
１
８
８
５

○
引
越
し
の
日
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
、
前
も
っ
て
水
道
課
へ
閉
栓
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
使

用
者
ご
本
人
か
ら
の
手
続
き
は
、

電
話
に
て
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
）

ご
連
絡
の
際
は
、
住
所
・
氏
名
・

引
越
し
日
時
・
引
越
し
先
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
引
越
し
ま
で
の
水
道
料
金
（
精

算
分
）
は
、
前
回
の
検
針
日
か
ら

引
越
し
ま
で
の
使
用
量
を
も
と
に

計
算
い
た
し
ま
す
。

　

閉
栓
の
ご
連
絡
を
い
た
だ
か
な

い
と
、
水
道
を
使
用
し
て
い
る
と

み
な
し
て
、
引
続
き
料
金
が
発
生

し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
必
ず
水

道
課
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◎
問
合
せ　

建
設
部
水
道
課　

☎
（
82
）
２
２
６
０　
　

（
徴
収
事
務
受
託
者 
 

日
本
ウ

ォ
ー
タ
ー
テ
ッ
ク
ス
）

　

令
和
２
年
度
の
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

○
縦
覧
期
間　

４
月
１
日
（
水
）
〜

30
日
（
木
）
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

○
縦
覧
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
）
（
月
曜
日
は
窓

口
延
長
の
た
め
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時
）

○
縦
覧
場
所　

税
務
課
資
産
税
係

○
縦
覧
の
で
き
る
方　

納
税
義
務

者
ま
た
は
代
理
人
、
納
税
管
理
人

○
持
参
す
る
物　

納
税
通
知
書
や

運
転
免
許
証
等
で
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
。
代
理
の
方
は
委
任
状

が
必
要
で
す
。

◎
問
合
せ　

税
務
課
資
産
税
係

☎
（
81
）
１
８
１
８
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お し ら せ

「
令
和
元
年
台
風
第
15
号
千

葉
県
災
害
義
援
金
」
の
受
付

期
間
延
長
に
つ
い
て

新
年
度
用
障
が
い
児
者
タ
ク
シ
ー

料
金
助
成
券
の
交
付
に
つ
い
て

お
引
越
し
の
際
に
は
、
水
道
の

閉
栓
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税
に
係
る
「
土
地
価
格

等
縦
覧
帳
簿
」
及
び
「
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
」
の
縦
覧
に
つ
い
て

今年の春も、桜の中を鯉のぼりが泳ぎます。

壬生町総合公園の鯉のぼり115匹は、数字の語呂読み「いいこ」に

ちなんでおり、子供達の健やかな成長を願っています。

記念撮影に人気のスポットとなっています。

３月下旬から５月中旬まで泳いでいますので、ぜひお越しください。

○実施期間　３月下旬から５月中旬

○場　　所　壬生町総合公園

◎問 合 せ　商工観光課観光交流係　☎（81）1844

壬生町総合公園に大きな鯉のぼり！

（株）



○
表
彰
の
種
類

40
年
表
彰　

昭
和
55
年
３
月
31
日
以
前
に
免
許

を
取
得
し
た
方

30
年
表
彰　

平
成
元
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
免
許
を

取
得
し
た
方

20
年
表
彰　

平
成
11
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
12

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
免
許
を

取
得
し
た
方

※
普
通
免
許
も
し
く
は
原
付
免
許

の
古
い
方
の
取
得
日
が
、
右
記
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が
、
対

象
に
な
り
ま
す
。

○
条
件
等

　

過
去
５
年
間
（
平
成
27
年
４
月

１
日
か
ら
令
和
２
年
３
月
31
日
ま

で
）
で
交
通
関
係
法
令
違
反
点
数

が
３
点
以
内
の
方
。

○
申
請
時
期

　

令
和
２
年
４
月
17
日
（
金
）
ま

で
に
、
運
転
免
許
証
・
印
鑑
・
手

数
料
６
３
０
円
を
必
ず
持
参
し
、

生
活
環
境
課
く
ら
し
安
心
係
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
表
彰
は
11
月
中
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

◎
問
合
せ　

生
活
環
境
課
く
ら
し

安
心
係　

☎
（
81
）
１
８
２
６

　　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
き
か
せ
て
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
お
話

し
相
手
を
い
た
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
、
お
茶
や
コ
ー
ヒ

ー
を
飲
み
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

○
日
時 

３
月
10
日
（
火
）　
　

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
参
加
費　

無
料

○
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
問
合
せ　

壬
生
町
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
き
か
せ
て
」

☎
（
82
）
３
９
０
２　

佐
藤
方

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
82
）
７
８
９
９

　　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
の
み
な
さ
ん
が
楽
し
め
る
場
所

で
す
。
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
（
内
容
は
そ
の
日

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
）

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
な
ご
み

ま
し
ょ
う
。

○
日
時　

３
月
27
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

○
参
加
費　

１
０
０
円

○
場
所　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
元

気
」
内　

地
域
交
流
室

◎
問
合
せ

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎
（
81
）
１
８
７
６
・
１
８
７
７

壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
（
86
）
３
５
７
９

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
（
82
）
２
１
１
９

　　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
住
民
の
方
々
、
専
門
職
等
の
誰

も
が
参
加
で
き
る
集
い
の
場
で
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
（
内
容
は
そ
の
日
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。
）

　

お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
、
ほ
っ
と
ひ
と
息
し
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　

３
月
24
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

○
参
加
費　

１
０
０
円

○
場
所　

し
も
つ
け
荘
内　

地
域

交
流
サ
ロ
ン

◎
問
合
せ

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
（
81
）
１
８
７
６
・
１
８
７
７

壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
（
86
）
３
５
７
９　
　
　

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
（
82
）
２
１
１
９

　

介
護
施
設
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ふ

れ
ん
ど
東
雲
で
は
、
地
域
住
民
の

方
々
や
誰
も
が
参
加
で
き
る
集
い

の
場
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

○
日
時　

３
月
15
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
11
時　
　
　
　
　

○
参
加
費　

無
料

○
場
所　
 

ふ
れ
ん
ど
東
雲

◎
問
合
せ 

ふ
れ
ん
ど
東
雲

　

☎
（
25
）
７
０
５
５

　

家
族
を
介
護
す
る
方
が
、
悩
み

や
不
安
を
、
安
心
し
て
話
を
し
た

り
、
情
報
交
換
を
す
る
場
と
し
て
、

介
護
者
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
介
護
者
の
方
同
士
で
自
分

の
体
験
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
励

ま
し
あ
い
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と

で
、
よ
り
良
い
介
護
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
せ
ん
か
？

《
活
動
内
容
》
介
護
者
サ
ロ
ン
で

は
参
加
者
の
話
を
聞
い
た
り
、
自

分
の
体
験
を
話
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
（
自
分
か
ら
話
を
す
る
の
が

苦
手
な
方
で
も
、
話
を
聞
く
、
情

報
を
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
参
加

で
き
ま
す
。
）
ま
た
、
壬
生
町
職

員
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
も
出
席
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
悩
み

な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
話
く

だ
さ
い
。

※
介
護
者
サ
ロ
ン
で
話
さ
れ
た
内

容
を
他
に
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○
日
時　

４
月
10
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

○
場
所 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
参
加
費　

無
料

○
申
込　

３
月
31
日
（
火
）
ま
で
に

お
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
み
・
問
合
せ

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
（
81
）
１
８
７
７

壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
（
86
）
３
５
７
９

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
（
82
）
２
１
１
９

壬
生
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
82
）
７
８
９
９

○
講
師　

壬
生
消
防
署
職
員

○
日
時　

３
月
24
日
（
火
）　

午
前
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お し ら せ

栃
木
県
交
通
安
全
協
会
に
て

優
良
運
転
者
の
申
請
を
受
け

付
け
ま
す

令
和
２
年
度　

第
１
回
介
護

者
サ
ロ
ン
の
開
催
に
つ
い
て

ふ
れ
ん
ど
カ
フ
ェ
の
開
催
に

つ
い
て

介

護

介

護

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ「
福
来（
ふ

っ
く
）ら
」の
開
催
に
つ
い
て

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
な
ご
み
」

の
開
催
に
つ
い
て

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
き
か
せ
て
」が
贈
る
サ
ロ
ン

『
こ
ら
っ
せ
』の
開
催
に
つ
い
て

「
正
し
い
心
肺
蘇
生
法
と
誤
嚥

対
処
法 

い
の
ち 

の
た
め
に

で
き
る
こ
と
」

家
族
介
護
教
室
の
お
知
ら
せ



お し ら せ

開館時間が変更になります。
３月31日（火）まで　

午前８時30分～午後５時 

４月１日（水）～９月30日（水）

午前９時30分～午後６時

未就園児親子教室
【なかよしルーム】会員募集
　４月に会員を募集して年間20回、集団保育の場

を提供しています。

　体操・お絵描き・季節の遊びなど、親子で一緒

に楽しみましょう！

　きらきらコース　火曜日　午前10時～11時

　　（平成28年４月２日～30年４月1日生）

　にこにこコース　木曜日　午前10時～11時　

　　（平成30年４月２日～31年４月1日生）

○募集期間　４月13日（月）～18日（土）

　　　　　　午前10時～午後５時 

○対　　象　町在住者（途中退会せず、年間を通

　　　　　　して20回参加できる方）

○参 加 費　無料

○定　　員　各クラス　親子20組（応募者多数の  

　　　　　　場合は抽選）

○申　　込　直接来館・電話不可

○抽選結果発表　

　４月23日（木）～25日（土）  午前10時～午後５時

※令和２年度は応募状況により、各コースの年齢

　区分を変更・調整することがあります。

はじめての児童館
児童館を初めて利用する親子を応援します。

○日　時　３月11日（水）

　　　　　午前10時30分～11時30分

○内　容　利用案内・読み聞かせ・クラフトタイ

　　　　　ム・自由遊び

○対　象　はじめて児童館を利用する方　　

○申　込　前日までに電話で申込み

バルーンで遊ぼう
バルーンで簡単にできる

おもちゃを作って遊ぼう！

○日　時　３月26日（木）

　　　　　午後１時 30分～３時 

○講　師　鈴村　紀子　先生

○内　容　バルーンで簡単にできるおもちゃ作り

○対　象　３歳児以上（未就学児は保護者同伴）

○申　込　不要

《共通事項》

○場　所　児童館　　

◎問合せ　児童館　☎（82）7388

児童館からのおしらせ
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応援カフェのお知らせ応援カフェのお知らせ応援カフェのお知らせ
「登校応援カフェ　」は、今年で４年目に入りました。

「登校応援カフェ　」は、お子さんのことで不安を感じていたり、どうしたらいいか考え

がまとまらなかったりする人が集い、おしゃべりする場です。

　自分以外の人と話をすることで自分の考えがまとまったり、心が少し軽くなったりとい

う経験はどなたもお持ちかと思います。

　先輩のお母さんたちも時には顔を出してくれて、おしゃべりに花が咲くこともあります。

　町教育委員会も応援してくれているので、より専門的なアドバイスがほしいときに

は力になってくれます。気軽にお出掛けいただき、みんなでおしゃべりしませんか？

○スタッフ　元壬生町教育相談員等

○開 設 日　毎月第３土曜日

○時　　間　午後１時30分～４時

○場　　所　南犬飼地区公民館分館

○そ の 他　予約等はありませんので、都合のよい時間を選んでお出かけくだ

　　　　　　さい。参加は無料です。まちかど文庫もご利用いただけます。

10
時
〜
11
時
30
分

○
場
所�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
元
気

内
、
「
地
域
交
流
室
」

（
壬
生
甲
２
２
２
４-

１　

デ
イ

サ
ー
ビ
ス
元
気
南
側
）

○
対
象　

壬
生
町
に
在
住
又
は
壬

生
町
内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
、

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の

方
や
興
味
関
心
の
あ
る
方
。
定
員

30
名
程
度

○
申
込
期
限　

３
月
21
日
（
土
）
ま

で◎
申
込
先
・
問
合
せ　

壬
生
南
地

区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（
82
）
２
１
１
９

○
講
師　

壬
生
町
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
職
員　

生
沼
京
子
氏

消
費
者
友
の
会
会
員

○
日
時　

３
月
14
日
（
土
）　

午
後

１
時
30
分
〜
３
時

○
場
所�

地
域
密
着
型
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
し
も
つ
け
荘
地
域
交

流
サ
ロ
ン
（
大
字
北
小
林
８
１
２

番
地
）

○
対
象　

町
に
在
住
又
は
壬
生
町

内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
、
高
齢

者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方
や

興
味
関
心
の
あ
る
方
。

◎
申
込
先
・
問
合
せ　

壬
生
北
地

区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（
86
）
３
５
７
９

学
ぼ
う
！！
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

〜
身
近
に
迫
る 

オ
レ
オ
レ
詐
欺
〜

お
い
ぬ
ま
き
ょ
う
こ



お し ら せ

図 書 館 か ら の お し ら せ図 書 館 か ら の お し ら せ
○移動図書館（BM）３月の日程

壬生北小学校

藤井小学校

羽生田小学校

壬生東小学校

安塚小学校

睦小学校

稲葉小学校

13：00～14：00

13：00～14：00

13：00～14：00

13：00～15：00

13：00～15：00

13：00～15：00

13：00～14：00

３日（火）

４日（水）

５日（木）

10日（火）

11日（水）

12日（木）

13日（金）

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

14：00～16：0027日（金）

○移動図書館（BM）4月の日程…現在調整中です

※なお、天候や行事の都合により上記日程、時間が

　変更になることがありますので、ご了承ください。

※移動図書館「おもちゃのまち」は、現在「おもち

　ゃ団地協同組合北側駐車場」で実施しています。

　ご注意ください。

○おはなし会３・４月の日程

　　図書館では、スタッフ・ボランティアによる子

　ども向けの読み聞かせを開催しております。

・おはなしひろば
　３月７日（土）・14日（土）・21日（土）・28日（土）

　４月４日（土）・11日（土）・18日（土）・25日（土）

　14：00～14：45

・親子おはなし会
　（３･４･５才向け）３月14日（土）・４月11日（土）

　　　　　　　　　　11：00～11：30

　（０･１･２才向け）３月19日（木）・４月16日（木）

　　　　　　　　　　11：00～11：30
《共通事項》

○場　所　図書館２階 児童室

◎問合せ　図書館　☎（82）8543

　壬生町立図書館では、「図書館ボランティア」

として活動してくださる方を募集しています。大

好きな本に囲まれて、静かな環境で作業をしてい

ただけます。作業内容は「本棚の整理」や「読み

聞かせ」、「イベント手伝い」など様々ですので、

ご興味のある方はぜひ説明会にお越しください。

○日　時　３月21日（土）

　　　　　午前10 時00分 ～  11時00分

○場　所　図書館 ２階 会議室

○対　象　町在住の中学生以上の方（団体も可）

○申込方法　図書館カウンター、または

　　　　　　お電話にて。当日申込みも可

図書館でボランティア活動を
してみませんか？

「図書館ボランティア」説明会
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『
茶
臼
山
古
墳
の
家
形
埴
輪
』

　

―
日
本
一
大
き
い
、
家
形
埴
輪
―

ち
ゃ
う
す
や
ま 
 
 
 
 
 
 

い
え
が
た
は
に

わ

壬
生
古
墳
群
の
謎
33

地
域
に
眠
る
文
化
財
シ
リ
ー
ズ

問
合
せ
／
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

☎（
82
）
８
５
４
４

　

羽
生
田
地
域
に
あ
る
国
指
定
史
跡
の

「
茶
臼
山
古
墳
」
は
、
明
治
28
年
に
当

時
の
日
本
考
古
学
会
を
代
表
す
る
一
人

で
あ
っ
た
八
木
奘
三
郎
氏
に
よ
り
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
壬
生
町
内
に

あ
る
車
塚
古
墳
や
愛
宕
塚
古
墳
が
国
の

指
定
を
受
け
た
の
が
大
正
13
年
で
す
か

ら
、
そ
れ
以
前
に
「
茶
臼
山
古
墳
」
は

注
目
さ
れ
る
古
墳
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
に
よ
り
、
二
段
に
造
ら
れ

た
墳
丘
や
深
く
掘
ら
れ
た
周
溝
の
外
側

の
周
堤
か
ら
は
巨
大
な
円
筒
埴
輪
が
隙

間
な
く
並
べ
ら
れ
た
状
態
で
出
土
し
ま

し
た
。
ま
た
墳
頂
部
か
ら
は
巨
大
な
家

形
埴
輪
の
上
屋
根
が
出
土
し
ま
し
た
。

こ
の
段
階
で
は
、
家
形
埴
輪
の
上
屋
根

と
は
考
え
ら
れ
ず
「
竪
穴
式
住
居
」
を

表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

上
屋
根
と
下
屋
根
を
含
む
家
本
体
を

別
に
造
る
方
法
が
あ
る
こ
と
は
、
長
い

間
知
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
が
わ
か
っ
た
の
は
最
近
の
こ
と
で
平

成
5

年
に
富
士
山
古
墳
の
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
始
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
茶
臼
山
古
墳
」
の
上
屋
根
は
、
富

士
山
古
墳
の
も
の
よ
り
も
大
き
く
、
ま

だ
出
土
し
て
い
な
い
本
体
部
分
を
復
元

す
る
と
、
全
体
で
は
１
８
０
㎝
を
超
え

る
日
本
一
の
家
形
埴
輪
に
な
る
こ
と
が

想
像
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
富
士
山
古
墳
の
家
形
埴
輪
が

１
６
８
㎝
で
国
内
で
は
二
番
目
の
大
き

さ
で
す
が
、
「
茶
臼
山
古
墳
」
出
土
家

形
埴
輪
が
完
全
に
出
土
す
れ
ば
、
間
違

い
な
く
今
城
塚
古
墳
出
土
の
家
形
埴
輪

（
１
７
０
㎝
）
を
ぬ
き
、
日
本
一
と
な
る

で
し
ょ
う
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
26
年
度

か
ら
国
指
定
史
跡
・
古
墳
の
発
掘
調
査

を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
「
茶
臼

山
古
墳
」
の
発
掘
調
査
も
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

写真：茶臼山古墳出土の上屋根（家形埴輪）

そ
う
さ
ぶ
ろ
う

「図書館ボランティア」説明会

壬生町公式LINE

町の情報を配信しています。

◎問合せ　総合政策課　☎（81）1814

【アカウント名】壬生町

【ＩＤ】@mibu_town

た
て
あ
な
し
き
じ
ゅ
う
き
ょ
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※受診する際は、事前に電話確認をしてからお出かけください。

19：00～22：00　内科（小児を含む）のみ

内科（小児を含む）、外科　９：00～21：00

内　科　９：00～21：00
外　科　９：00～17：00
小児科　18：00～21：00

平日（月～土曜日）

休日（祝日・年末年始）

休日（日曜日）

◆栃木地区急患センター　栃木市境町27-15　☎22－8699

診療日時

◆とちぎ救急医療電話相談

　急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が相談に応じます。
〔大　人〕月曜日～金曜日　　　　18：00～22：00

　　　　　土曜日・日曜日・祝日　16：00～22：00

　　　　　☎028-623-3344　プッシュ回線＃7111

〔子ども〕月曜日～土曜日　18：00～翌朝８：00

　　　　　日曜日・祝　日　24時間

　　　　　☎028-600-0099　プッシュ回線＃8000

夜 間 ・ 休 日 の 診 療 機 関

３月１日

３月８日

３月15日

３月20日

３月22日

３月29日

４月５日

至 宝 北

駅 東 町

上 長 田

万 町

栄 町

安 塚 一

安 塚 二

☎25－5881

☎21－7300

☎86－8039

☎81－0001

☎82－2002

☎86－0123

☎86－0011

高 橋 と お る ク リ ニ ッ ク

は し も と ク リ ニ ッ ク

小 林 内 科 ク リ ニ ッ ク

あかりこどもクリニック

松 本 内 科 医 院

佐 藤 医 院

島 田 医 院

◆壬生町在宅当番医　９：00～17：00

電話番号自治会名病　　院　　名日　付

壬生町防災行政無線システムについて

総務課　消防防災係　☎８１ー１８０８壬生町防災行政無線に関するお問合せは

役場にて放送した拡声子局からの案内と同じ内容を、携帯

電話やパソコンなどにメールで配信します。

事前登録が必要ですので、次により登録ください。登録方

法は、携帯電話・パソコンなどから下記ＱＲコードやＵＲ

Ｌへアクセスしてください。

・URL　http://www.bousai-mibu.jp/mail/pub/

・ＱＲコード

防災メールの配信放送内容の確認（電話応答装置）

電話番号　0282-82-9000

「放送されていることに途中で気付いた」「風

が強くて放送内容がよく聞こえなかった」とい

う場合は、次の番号に電話すると放送内容を聞

くことができます。

■スマホ用アプリ
「マチイロ」
　http://machiiro.town/lp/tochigi_mibu

■電子書籍ポータルサイト「Tochigi ebooks」
　http://www.tochigiebooks.jp/

■マイ広報紙
　https://mykoho.jp/

■壬生町公式ウェブサイト
　http://www.town.mibu.tochigi.jp/

広報みぶがスマホやパソコンで読めます

iPhone Android



毎月第３日曜日は家庭の日です。
この機会に家族の絆を深めてみませんか？
※一部施設で優待制度があります。（詳細は県ＨＰ参照）
◎問合せ　教育委員会事務局生涯学習課（☎81ー1873）

毎月第３日曜日は
ふれあい育む
　　　　家庭の日

行　
　

事

39

３月
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月
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月
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日
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こども おとな

31

３月16日～
４月15日

しののめ花まつり（３月28日～４月５日）

壬生まちなかサクラ巡りツアー（３月28日・29日・30日）

鉄道模型＆レールトイ2020（３月14日～３月29日）

なかよし相談　（９：30～　保健福祉センター） 
おっぱい相談　（10：00～　保健福祉センター）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁　住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

シルバー人材センター新規会員の入会説明会　（13：30～　壬生町シ
ルバーワークプラザ  研修室（町テニスコート南西））

乳幼児健診（１歳６か月）　（13：00～　保健福祉センター）

鎧着付け体験　（13：30～　歴史民俗資料館前の広場）

シルバー人材センター刃物研ぎ　（９：00～　南犬飼出張所　入口東
側自転車置場）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁　住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁　住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）
２・３月分上下水道料金口座振替日

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁　住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁　住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

シルバー人材センター刃物研ぎ（９：00～　役場本庁舎（駐車場北西
側　車庫）） 

ベビーマッサージ　（10：30～　子育て支援センターひよこ） 
乳幼児健診（３歳児）　（13：00～　保健福祉センター） 

バルーンで遊ぼう　（13：30～　児童館） 

児童館未就園児親子教室申し込み（４月18日まで）（10：00～　児童館） 

壬生まちなかサクラ巡りツアー（３/28・29・30）
しののめ花まつり（東雲公園）（～４月５日まで）

おっぱい相談（10：00～　保健福祉センター）
地域支援活動（10：00～　おもちゃのまちゆうゆ館）

ベビーマッサージ（10：30～　子育て支援センターひよこ） 

シングルマザーアットホーム活動（９：30～　子育て支援センターひよこ） 

乳幼児健診（４か月児）（13：15～　保健福祉センター）

なかよし相談（９：30～　保健福祉センター）
おっぱい相談（10：00～　保健福祉センター） 
地域支援活動（10：00～　おもちゃのまちゆうゆ館）） 

乳幼児健診（10か月児）（13：15～　保健福祉センター）
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さ  さ  き あん

佐々木杏ちゃん
（H25.3.18生）

りん

凜ちゃん
（H29.3.22生）

く りゅう  みずき

久留生瑞樹ちゃん
（H31.3.19生）

たい し

泰史くん
（H27.7.19生）

る  か

琉花ちゃん
（H21.5.9生）

ひ はらおうすけ

日原凰介くん
（H29.3.14生）

（おもちゃのまち）

うみ か

海花ちゃん
（H23.10.1生）

わ
が
家
の

ア
イ
ド
ル

 ん の 場み な 広

次回は５月生まれのアイドルを募集します。
【締　　切】３月24日（火）
【必要事項】氏名（ふりがな）（複数のアイドルが写っている
　　　　　　場合はそれぞれ分かるように明記してください）、
　　　　　　保護者名、生年月日、住所、電話番号
【申込方法】町公式ウェブサイトの、わが家のアイドル送信フォ
　　　　　　ーム http://www.town.mibu.tochigi.jp/idol/ から
　　　　　　申込みができます。
　　　　　　役場総合政策課、稲葉・南犬飼出張所、
　　　　　　子育て支援センターでも受付けています。
【申 込 先】壬生町総務部総合政策課情報広報係
　　　　　　〒321－0292　壬生町通町12－22
　　　　　　Eメールアドレスsougo@town.mibu.tochigi.jp
【備　　考】写真は掲載後、原則お返しできませんのでご了承
　　　　　　ください。また、町子育てサイトのトップページ
　　　　　　にもお写真を掲載いたします。

おおつきはるか

大月春佳ちゃん
（H30.3.28生）

（至宝町北）

あお き ゆう

青木優ちゃん
（H30.1.10生）

あらかわ し ゆう

荒川慈優ちゃん
（H24.3.2生）

（台宿）

ゆ  め

優姫ちゃん
（H21.8.22生）

き ゆう

嬉優ちゃん
（H25.11.12生）

さとう  る  い

佐藤瑠季くん
（H26.3.22生）

（鹿島）

さとうすみれ

佐藤菫ちゃん
（H31.3.12生）

（下横町）

たちかわあおい

刀川葵くん
（H28.3.27生）

（北小林）

（上田） （六美町南部）

　１月15日（水）、役場正庁にて「みぶブランド」認定証授与式が行われ、小菅町長

から㈱松屋和菓子店、なからい菓子店、田舎菓子処増田屋へ認定証が手渡されました。

　今回の認定を受け、みぶブランドの認定数は、20社35品となりました。

◎問合せ：みぶブランド推進協議会（町商工観光課） ☎（81）1844

【認 定 品】 松屋のいちご大福

ロイヤルクイーンいちご大福

増田屋のいちご大福

【認定期間】 令和２年１月15日～令和４年３月31日

【事 業 者】

株式会社松屋和菓子店

なからい菓子店

田舎菓子処増田屋

☎（86）0051

☎（82）0237

☎（82）5980

壬生町大字安塚2284番地１

壬生町中央町７-18

壬生町大字壬生甲2741番地

南犬飼中学校平成３年度同窓生より寄附がありました
なかむらつよし

南犬飼中学校平成３年度同窓生より寄附がありました

　壬生町立南犬飼中学校平成３年度同窓生（中村剛会長）から、壬生町立南犬飼中学校に集会用テン
ト（１張）の寄附がありました。寄附いただきましたテントは、運動会で活用させていただきます。

「みぶブランド」 認定！

＋ー
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	2003／31ゆうがおスポーツ
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